
はじめに 

佐久間 源一郎    

（一般社団法人 IORI倶楽部） 

 

大谷川から見つかった埋もれ木(ｹﾔｷ)が、研究者の皆様による分析の結果、約

5500 年前に起こった沼沢火山大噴火によって死滅したとされる遺物であることがわか

り大変な驚きと共に興奮しております。 

2020年2月、福島県が発注した大谷地区内の河川工事時に、大きな埋もれ木の一

部が河床に露出しました。その後、地元の IORI倶楽部の会員がお孫さんと川遊び中

に発見された事によって、引き上げの計画を立て、2021年 2月に引き上げられ、その

姿を現しました。 

発見当時、この巨木については、江戸時代に焼失した柳津町虚空蔵様で知られる

円蔵寺の再建の為に伐採された木々が、大谷川から只見川を利用して運ばれたと言

う歴史があるのでその一部と推測されていました。一方で同年代に大雨により大谷地

区に未曾有の大災害が発生し、川が堰き止められ、埋もれ木になったのではないかと

言う方もおりました。そのような中、詳細な経緯を知りたいと言う思いから、白河市の㈱

加速器分析研究所へ依頼し分析して頂いた結果、5500年前の遺物と判明し、且つ先

生方の調査により、沼沢火山大噴火で吹き飛ばされた可能性が高いと言うことが分か

りました。 

この埋もれ木は、廻りに付着している火砕流によって、直接枯死したと考えられてい

ます。又、前述の 5500年前の遺物と言う分析結果から沼沢火山大噴火の年が導きだ

されました。 

この巨木の発見が契機となり、その後の現地調査の中でも、周囲の河床から沼沢火

山大爆発に由来すると思われる埋もれ木が 11本確認されました。2022年 2月、先生

方のご指導の下、新たにブナ、トチ、カツラが掘り出されました。これらにより、歴史の

解明につながる貴重な資料が採取され、

今回の研究結果報告に至りましたこと非常

にうれしく思っております。 

5500 年前と言えば、縄文時代です。こ

の地域にも縄文人が暮らし生活していたと

思われますが、未曾有の大爆発で全てが

リセットされたということは驚きであります。 

現在、奥会津の豊かな山や川を目の前

にして日々穏やかな暮らしをしている私に



は当時を想像することすらできません。かつて生命力溢れる奥会津の縄文の森に生き

ていた巨木の塊が放つ存在感と長年川底に眠りながら当時のままの形で現存してい

た事実にある種の感動すら覚えます。 

改めて、今回の沼沢火山由来の埋もれ木の掘り出しにご協力いただいた大谷地区

の皆様、福島県、三島町、並びに調査研究にかかわって頂いた研究者の皆様のおか

げでこのような素晴らしい報告が出来ましたことに感謝申し上げますと共に、厚く御礼

申し上げます。 

今後これらの多分野にまたがる研究を通して、奥会津の歴史や自然科学の分野の

解明に貢献し、これからの取り組みが未来ある地域の子供たちの好奇心を駆り立て、

この地に向けられる眼差しがより輝きに満ちたものになることを願ってやみません。 

2021 年 2 月、引き上げられた

ケヤキの丸太です。 

 

元玉～4 番玉までの長さが

14.8mありました。 

今現在、左の丸太が残って

おります。 

 

 

 

2022年 2月引き上げられたブナです。 

 

      ブナ            トチ           カツラ 



 

 

例 言 

 

 

１．本書は福島県大沼郡三島町の大谷川河床で発見された埋もれ木に関する調査成

果を報告するために作成された。 

 

２．埋もれ木の発見と報道後、多くの研究者が現地を訪れ、調査や分析を行った。

その成果は「5500 年前（縄文時代） 埋もれ木から読み解く沼沢火山大噴火」調

査報告会（2022 年 12月 3 日開催、於三島町交流センター山びこ）で報告された。

その講演予稿を本書第Ⅰ部に掲載した。 

 

３．調査報告会は下記の主催者、協力者により開催された。 

主催：一般社団法人 IORI 倶楽部・三島町・三島町教育委員会 

協力：福島県・佐久間建設工業株式会社・五十嵐林業・株式会社加速器分析研究

所・一般社団法人奥会津 FDS 

 

４．埋もれ木の発見から調査・分析、成果の公表までに地元三島町の町民や研究者

など多くの関係者が協力してこれに当たった。これらの関係者・協力者について

本書第Ⅱ部に示した。その他関連資料も第Ⅱ部にまとめた。 

 

５．発見された埋もれ木のうち、大谷川の河床に大きく露出した状態の 4 本が掘り

出された。掘り出された埋もれ木は、佐久間建設工業株式会社（福島県大沼郡三

島町大字早戸字湯ノ平 687 番地）に現在保管されている。また一部は地元の関係

者、分析を行った研究者が保管している。 

 

６．本書は上述の多くの関係者の協力により作成された。執筆者は目次と各節の冒

頭に記した（記名のないものは編集者等が作成した）。全体の編集は、佐久間源

一郎（一般社団法人 IORI 倶楽部）のもと、主に早瀬亮介（株式会社加速器分析

研究所）、五十嵐善徳・武藤弘毅（佐久間建設工業株式会社）が行った。 
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沼沢火山の噴火と大谷川の埋もれ木 

 

山元 孝広      

（産業技術総合研究所活断層火山研究部門） 

 

１ はじめに 

沼沢火山は福島県金山町の沼沢湖と周辺の山（惣山や前山；図 1）からなり（山元

・駒沢，2004）、しかも今後も噴火の恐れのある活火山であることは、地元の方も

含めあまり認識されていない。福島県の火山と言えば、明治時代に噴火した磐梯山、

安達太良山、吾妻山や栃木県との境にある那須岳がその代表で、東北地方の脊梁で

ある奥羽山脈沿いに分布している（図 2 の赤丸に赤三角が活火山）。一方、沼沢火

山は脊梁から離れた奥会津に位置している。なぜこの地に火山があるのか？素朴に

疑問が生じよう。本稿では、沼沢火山を含めた東日本の火山の成因から話を始め、

沼沢火山の噴火史、縄文時代

の沼沢湖噴火の特徴、三島町

大谷川で発見された埋もれ

木について解説する。 

 

２ 火山の分布 

火山は、熱で溶けた地下

の岩石（温度は 1200〜800

℃で、マグマと呼ぶ）が地

表に噴出して出来たもので

ある。マグマが地表に流れ

出して固まったものが溶

岩、マグマが爆発して飛び

散った岩石で多孔質なもの

が軽石、飛び散った岩石破

片で直径が 2 mm 以下のも

のが火山灰と呼ばれてい

る。火山は日本列島に一様

に分布しているのではな

く、図 2 の赤三角のように

地理的に偏在しており、火山

が無い場所の方が多い。この

ことは、地下の岩石がどこで

図 1 只見川とその周辺地域 

（地理院地図の陰影起伏図に加筆） 

惣山溶岩ドーム

前山溶岩ドーム

沼沢湖

1

2

図 1 沼沢湖と周辺の溶岩ドーム 

沼沢湖は紀元前 3450年頃の大規模な軽石噴火で形

成された。惣山は約 4 万年前に、前山は約 2.4 万年

前に噴出した溶岩からなる。 
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も溶けた状態にあるわけではなく、何らかの条件が揃った場所でしか溶けてマグマ

を生じていないことを意味している。 
図 3 は日本海の佐渡島から沼沢火山を抜けて、北茨城の太平洋沖を通る地下の断

面である（図 2 の A〜B 白線）。色の違いは岩石を通過する地震波の速度の違いを、

地表の地震計で観測された地震波の到達時間から計算したものである。地下で発生

した地震の波は、地表に到達するまでに地下の岩石を伝わるが、その速さは岩石の

状態を反映して異なるので、膨大な数の地震波の到着時間の違いから逆に地下の構

造を推定することができる。原理としては、医療で人体の断面画像撮影に用いられ

る CT や MRI と同じものである。図 3 では青ほど地震波が早く伝わり、反対に赤ほ

ど遅く伝わる様に表示している。 

地下約 30 km の太赤線よりも浅部は地殻と呼ばれる二酸化ケイ素に比較的富んだ

岩石で、緑色を主体に紫色部分がまだらに分布している。これ以深は二酸化ケイ素

に乏しい岩石からなるマントルである（緑〜黄〜赤色）。さらにその地下には B 直

磐梯山

吾妻山

安達太良山

蔵王山

那須岳

高原山

燧ヶ岳

男体山日光白根山

草津白根山

沼沢

図3-A

図3-B

図 2 福島県周辺の第四紀火山の分布 

赤三角は火山、赤丸に赤三角は気象庁か認定した活火山である。白線は図 3 の地

下断面図の位置を示す。火山分布図は産総研地質調査総合センターの地質図 Navi

（https://gbank.gsj.jp/geonavi/）から出力した。背景基図は地理院地図を使用。 
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下の深度 50 km から、A 直下の深度

220 km に、左下がりで延びる青色の

塊がある。この青色の塊は、太平洋沖

の日本海溝から福島県の地下に潜り

込む太平洋プレートで、色の特徴か

ら地震波速度の早い冷え固まった岩

盤からなることが分かる。この岩盤

は年約 10 cm で左下がりに動いてお

り、1 千年では 10 m 程度のズレ量と

なる。このズレが一気に解放される

ことが、2011 年東北地方太平洋沖地

震のような巨大地震を引き起こす原

因となっている。図 3 でもう一つ特

徴的なことは、青色の沈み込む太平

洋プレートと相対する形で A の地下

から右上がりに延びる赤色の部分が

マントル内にあることである。地震

波速度の遅いこの赤色領域は他より

も温度が高いことを示しており、赤

色部が地殻の底に接する部分に沼沢

や那須岳の活火山があることは、こ

のマントルの高温部分が火山の発生

と結びついていることを強く示して

いる。反対に、福島県では安達太良

山や那須岳を結ぶ線よりも太平洋側

の阿武隈山地や浜通りには火山が存在しないが（図 2）、その理由は、地下のマント

ルにこの高温部分がないからである。 

 

３ 会津カルデラ火山群 

沼沢火山の形態は、富士山のような円錐形の山を造る通常想像されるような火山

とは大きく異なっている。沼沢火山の中心にある直径約 2 km の沼沢湖は小型のカ

ルデラ湖で、大噴火により大量の軽石が放出された結果、地表が陥没して形成され

たものである。会津地域には、図 4 に示すように沼沢火山よりも更に規模の大きな

軽石噴火で形成された古い時代の陥没カルデラが沼沢と那須岳の間に集中してお

り、会津カルデラ火山群と呼ばれている（Yamamoto, 2009）。三島町の南部には約

700 万年前に形成された径 20×15km の入山沢カルデラがあり、この活動で最も古

いものである。その噴出量は約 200 km3と、沼沢湖噴火のほぼ 100 倍で、かつて超

巨大噴火が会津を襲った名残である。柳津町の西山地熱発電所も約 30 万年前の軽石

噴火で形成された砂子原カルデラの火山活動が熱源となっている。早戸温泉や玉梨

深さ km

距離 km

沼沢 那須岳
A B

図 3 沼沢―那須岳を通る地下構造断面 

色の違いは地震波速度の違い（dVp）を示

し、青色ほど速く、赤色ほど遅い。A-B の

位置は図 2 の地図に示した。産総研地質調

査総合センターの地下構造可視化システム

（https://gbank.gsj.jp/subsurface/）から出

力した。 
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温泉は、約 400 万年

前に形成された上

井草カルデラの縁

に沿って温泉が湧

出たものである。下

郷町の塔のへつり

カルデラは約 140

万年前の噴火で形

成されたもので、こ

こから噴出した軽

石堆積物は会津若

松や白河周辺の丘

陵に広く分布し、固

結したものが石材

（白河石など）とし

て利用されている。

例えば会津若松の

鶴ヶ城の石垣も大

半がこの噴出物が

固まった岩石で出

来ている。現在、沼

沢と那須岳の間に

は活火山はないも

のの、図 3 のマント

ル高温部に対応して、大規模な軽石噴火を繰り返してきたことが、会津地域の地質

の大きな特徴となっている。すなわち、沼沢火山の噴火も、このカルデラ火山群の

活動の一部である。 

 

４ 沼沢火山の活動 

本火山の活動は、約 11 万年前の芝原噴火（降下軽石の噴出）、約 7 万年前の木冷

沢噴火（溶岩ドームの形成）、約 5 万年前の水沼噴火（降下軽石と火砕流の噴出）、

約 4 万年前の惣山噴火（溶岩ドームの形成；図 1-1）、約 2.4 万年前の前山噴火（溶

岩ドームの形成；図 1-2）、紀元前 3450 年頃の沼沢湖噴火（降下軽石と火砕流の噴

出）である（山元，2003）。いずれの噴火でも、二酸化ケイ素に富んだマグマが主

に噴出している。沼沢が活火山と認定されている理由は、最後の噴火が過去 1 万年

以内に発生しているからである。しかし、その噴火間隔は 1〜3 万年と長く、日本の

活火山の中でもかなり活動の低調なものである。同じ活火山でも、例えば富士山で

は最近 5600 年間で約 180 回の噴火が確認され、過去には数十年に 1 回は噴火して

おり、その噴火頻度は、沼沢とは比べものにならないほどに大きい。沼沢は活火山

0 10km

37 40 N

37 30 N

37 20 N

37 10 N

13 9 45 E 140 0 E

塔のへつり

城ノ入沢

小野

桧和田

入山沢

上井草

砂子原

高川

会津盆地

猪苗代湖

成岡

磐梯山

那須岳

沼沢

図 4 会津カルデラ火山群 

赤太線は各カルデラの外縁を、青三角は成層火山体を示す。

各カルデラの形成時期は、東から高川＝約 600 万年前、城ノ

入沢＝約 500 万年前、塔のへつり＝約 140 万年前、小野＝約

150 万年前、成岡＝約 110 万年前、桧和田＝約 300 万年前、

入山沢＝約 700 万年前、砂子原＝約 30 万年前、上井草＝約

400 万年前。Yamamoto (2009) による。 
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ではあるものの、その活動性の低さから、気象庁の常時観測火山とはなっていない。

また、平成 19 年 12 月 1 日から沼沢を対象とした噴火予報及び警報の運用が始まっ

たものの、火山活動はこれまでと変わらず静穏な状況で、火口周辺に影響を及ぼす

噴火の兆候は見られていない。 

 

５ 沼沢湖噴火 

縄文時代の紀元前 3450 年頃に発生したこの噴火は、火砕流噴火・プリニー式噴火

・マグマ水蒸気噴火の産物で、山元（1995）により下位からユニット I〜IV に区分

されている。ユニットⅠは、軽石質の火砕流堆積物からなる。給源から東へ向かっ

た火砕流はいくつかの地形障害を乗り越え 20 km 以上流走しており、先端部が佐賀

瀬川を下って会津盆地に流入した（図 5）。ユニットⅡは軽石と火山灰からなるプリ

ニー式噴火降下堆積物で、本ユニットの分布が最も広く、北は福島市周辺、南は栃 

 

図 5 沼沢湖火砕流堆積物の分布 

紀元前 3450 年頃の大規模な軽石噴火で噴出した火砕流の広がりを示す。沼沢湖は

この噴火で生じたカルデラ湖である。赤星が、三島町大谷川の埋もれ木発掘地点。

山元（1995）の分布図に加筆。 
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木県北部の那須町の範囲に

分布する。ユニットⅢは良

く成層した降下堆積物と沼

沢湖東岸の狭い範囲に分布

する火砕サージ堆積物から

なる。ユニットⅣはスコリ

ア質の降下堆積物とこれを

覆う火山灰降下堆積物から

なる。 

沼沢湖噴火のマグマ噴出

量（岩石換算で約 2 km3）の

9 割以上を占めるユニット

Ⅰをもたらした火砕流は、

軽石や火山灰混じりの高温

の火山ガス（大部分が水蒸気）が、周辺の大気を取り込みながら膨張して地面に沿

って広がる爆風である。通常の噴火であれば取り込んだ大気を膨張させて得た浮力

で噴煙は、真っ直ぐに大気を上昇することになる。しかし、火口からの噴出率が極

端に大きいと、噴煙の重さが大気膨張による浮力よりも大きくなって、大気を上昇

することができず、軽石・火山灰混じりの火山ガスが地面沿いに広がることとなる。

これが火砕流で、火山ガスの温度は事例により異なるものの、多くは数百度、速度

は速ければ時速 100 km 以上で広がる破壊的な爆風である。直撃された森林や家屋

は破壊され（図 6）、無防備に飲み込まれた人は高温の火山ガスにより肺などが焼か

れて死に至る。また、積もった高温の軽石や火山灰に埋もれた樹木や人体も蒸し焼

きにされてしまう。日本では雲仙岳の 1990-1995 年噴火で火砕流が発生して死者が

出た事例が有名であるが、この噴火の火砕流は最大のものでも谷沿いを 6 km 流れ

下った程度である。それに比べ沼沢湖噴火の火砕流は谷や山を越えて 20 km 以上広

がっており、雲仙岳とは比べものにならない規模の火砕流が発生したことが分かる。 

 沼沢湖噴火の火砕流の堆積物は、沼沢湖周辺や到達域の各地で地表直下の黒色土

壌の下にあり、現在も観察することが出来る（図 7）。この堆積物は径数 mm から

人頭大の大きさがまちまちの発泡の良い白色軽石を主体としており、軽石の間には

キラキラと光る鉱物片が多い砂サイズの火山灰が存在する（図 7-2）。谷沿いなどの

地形的に低い場所で数 10m 程度の厚さを持ち（只見川沿いの水沼付近で最大 200 m

の厚さを持つ）、ほぼ平坦に低地を埋めている。このような部分は図 5 では塊状軽

石流相として分布を示している。このような部分では、堆積後も高温状態であった

と見られ、堆積物の中には水蒸気が抜けた後である縦に延びたパイプ構造が普通に

認められる（図 7-1）。また、堆積物に取り込まれ炭化した樹木も多い（図 7-3）。

同じ堆積物は、山の斜面や尾根上にも存在するが、厚さが数 m 以下と薄く、やや成

層した見かけをして、斜面を被覆している。このような部分は図 5 では成層サージ

相として分布を示している。このような、堆積物の特徴は、流走していた火砕流が 

図 6 火砕流の概念図 

火砕流は、軽石や火山灰混じりの高温の火山ガス（数

百度程度）が、地面に沿って広がる爆風である。直撃

された森林や家屋は破壊され、焼かれてしまう。 
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密度成層していたとすると説

明しやすい。すなわち、火砕流

の低層部には高温の軽石など

が濃集して跳ね回っており、流

れの前面で大気を取り込むと

熱で膨張して灰神楽として上

に広がり、流動性を維持しなが

ら地形的な障害を乗り越える

ことが出来たと考えられる（図

6）。 

 

６ 大谷川の埋もれ木 

佐久間建設工業(株)のご尽力

により三島町大谷川から発掘

された埋もれ木は、その巨大さ

故に、過去の沼沢湖噴火の破壊

力を今に伝える貴重な自然遺

産である。特に、火砕流により

破壊されたことを示す幾つか

の特徴が埋もれ木自体に認め

られ、噴火現象を理解する上で

も興味深い。 

 大谷川の埋もれ木群は、発見

時は河床の円礫層内に集まっ

て保存されていたものである

（図 8-1）。根のついた樹幹か

らなり、枝は失われている。円

礫の岩種は上流の流紋岩や凝

灰岩からなり、礫の大きさが揃

っていることから、樹幹と伴に

洪水時に運ばれ定置したもの

とみられる。埋もれ木が単なる

倒木ではないことは、樹幹の表

面に沼沢湖噴火の軽石（図 8-2

の白色の小石）や火山灰がセラ

ミックス化した黒色土（基質の

黒色物）と伴に張り付いている

ことである（一部は、その後の

河川水の流れで洗い流されて

1

２

３

2m

炭化した樹幹

旧地表

噴気孔跡

図 7 沼沢周辺に残る沼沢湖火砕流堆積物 

1）金山町大栗山に分布する厚い火砕流堆積物。

軽石粒径の違いにより粗くほぼ水平に成層する。

その構造を切って縦に延びる暗色部は、堆積物が

まだ高温だった時期に形成された噴気孔の跡。2) 

堆積物は、発泡の良い白色軽石と間を埋める砂サ

イズの火山灰からなる。3) 柳津町砂子原に分布

する火砕流堆積物。その基部には焼かれて炭化し

た樹幹が多数含まれている。 
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いる）。地表から巻き上げら

れた黒色土が軽石・火山灰混

じりの高温火山ガスと伴に

樹幹に吹き付けられないこ

とには、このようなものは形

成されない。ただし、樹幹の

大部分は生木のままで炭化

しておらず、高温にさらされ

た時間は短かったものと推

定される。また、樹幹には角

張った固い火山岩の小石が

打ち込まれており（図 8-3）、

小石が銃弾のように飛んで

いたことを示している。従っ

て、この埋もれ木群は、沼沢

湖噴火の火砕流によって破

壊された森林の残骸であっ

たと考えられる。 

 埋もれ木群が発掘された

地点よりも下流の大谷川沿

いには、現在も厚さ 50 m を 

越える火砕流堆積物（図 5 の

塊状軽石流相）が残ってい

る。当然、発掘地点にも同じ

厚さの堆積物が存在してい

たはずであるが、噴火後に発

生した降雨と洪水で今の高

さまで河床が下がったこと

は間違いない。もし仮に、埋

もれ木群が発掘現場の川底

にあったものが洪水で洗い

出されたとすると、厚い堆積

物に埋もれていたはずで、樹

幹は図7-3のように全て炭化

していた公算が大きい。しか

し、埋もれ木群の大部分が生木であることは、別の場所から倒木として運搬されて

きたことを意味するのであろう。沼沢湖火砕流は、谷沿いに厚く、尾根上で薄く堆

積していることから、恐らく今回発掘された埋もれ木群は尾根斜面の森林が破壊さ

れたもので、噴火後の洪水時に今の大谷川へと移動したものと推定できる。現在の

尾根斜面の堆積物中には倒れた樹幹は全く認められないが、その多くは発掘された

1

2

3

図 8 大谷川の埋もれ木 

1）大谷川河床の円礫層に埋まった埋もれ木。2) 樹

幹の表面に沼沢湖噴火の白色軽石や火山灰がセラ

ミックス化した黒色土と伴に張り付いている。3) 

樹幹には角張った固い火山岩の小石が打ち込まれ

ている。 
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埋もれ木群のように谷底に移動したか、堆積物に完全に埋没しなかったため斜面上

で自然分解して保存されなかったのであろう。そう考えると、今回発掘された生木

の火砕流被災樹幹は、様々なプロセスを経て保存された極めて重要な自然遺産であ

ると言える。 
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酸素同位体比年輪年代法による大谷川埋没材の分析 

 

木村 勝彦     

 （福島大学・共生システム理工学類） 

 

１ はじめに 

沼沢火山は今から約 5500 年前に大規模火砕流を伴うカルデラ噴火を起こし

た。過去 6000 年間で見れば日本で最大規模の噴火である。火砕流は只見川を埋

めて大きなダムを作り、その後ダムの決壊により会津盆地西部から、阿賀野川

を流下して日本海に至る広域に大規模な洪水被害をもたらした (図１)。 

 火山噴火の年代を決定する際に、一般的に放射性炭素年代法が用いられるが、

年代推定の精度が原理的に、良くて数十年、時代によっては数百年にもなって

しまう。噴火年とその前後の災害イベントの時系列を高精度で決めるには年輪

年代法がほぼ唯一の手法

であり、そのためには状態

の良い埋没材が必要にな

る。しかし、沼沢火山の

5500 年前の火砕流噴火に

よって枯死した樹木とし

ては、会津水沼駅近くの火

砕流堆積物の露頭に含ま

れる多数の炭化材以外は、

少なくとも大型の材とし

ては知られていなかった

（図２）。 

三島町の大谷川で新た

に見つかった埋没材は大

型で保存状態が良く、樹皮

の残存しているものも複

数個体存在した。樹皮の確

認できた個体には火砕流を

図 1 沼沢湖噴火の火砕流・洪水範囲 

（卜部ほか 2011 に加筆） 
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受けた際の火砕物が食

い込んでいて、火砕流で

直接枯死した、つまり樹

皮直下の年輪が噴火年

であると考えられた。こ

れらの材の分析機会を

得たので、これまでに提

供を受けた５点の埋没

材試料についての、年輪

幅および酸素同位体比

分析結果について報告

する。 

 

２ 分析試料 

埋没材は大谷川の河道内で見つかったもので、2021 年 2 月および 2022 年 2

月に三島町の佐久間建設工業により重機を用いて大型の４個体が取り上げられ

た。それらの一部を年輪試料として分析した。なお、４本の埋れ木に加えて歩

道脇の丸太１点を分析した。これは T01 とした。以下に試料の概要を示す。 

・W0： 

2021 年に最初に取り上げられた大型の木材で、直接観察ができなかったが、報

道写真などから判断して直径 1.5m の巨木である。樹種はケヤキとされていたが、

木材組織の観察からもケヤキであることが確認できた。加速器分析研究所（IAA）

に保管されていた乾燥した円盤試料の一部を切り出した棒状試料の提供を受け

た。樹皮直下の表層や樹芯は含まれていなかった。 

・W1： 

2022 年 2 月に取り上げられた埋れ木で、直径 55cm のカツラである。枯死年を

知るために必要な樹皮が残存していた。樹皮付きの円盤試料が切断されたが、

現場での観察で辺材部が極端に潰れていたため、追加で状態の良い表層部分２

箇所を切り取った。 

・W6： 

重機での取り上げ前の 2021 年に現地でチェーンソーで切断してあった円盤試

料の一部を IAA経由で提供を受けた。樹皮の残存した直径60cmのブナである。 

図 2 会津水沼駅北の火砕流の露頭 

（炭化材が含まれる） 
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・W7： 

2021年に現地でチェーンソーで円

盤試料を切断した。樹皮の残存し

た直径 80cm のトチノキ。材の中

にカミキリムシ（鉄砲虫）による

ものと思われる穿孔が認められた

（図３）。 

・T1： 

大谷川へ下る歩道脇にあった直径

30cm 程度の丸太で、2021 年 2 月

に W0 の大ケヤキを取り上げる際に一緒に掘り出されて放置されていたものと

考えられる。樹種はカツラで、辺材は失われていた。なお、後の年輪解析結果

や産状から見て、W1 カツラの大枝ないしは幹の上部である可能性が高いので、

以下では省略する。 

 

３ 分析方法 

 （１）年輪幅の計測 

大谷川の試料は大型であるため、バンドソーで複数のブロックに分割した上

で年輪が識別できるように木口面を研磨した。流水下で木口面を水研ぎサンダ

ーおよび研磨機で年輪が識別できるように研磨した。散孔材で年輪の識別が困

難な部分は研磨面をさらにカミソリで薄く切削して平滑にした。 

 研磨した試料はフラットベッドスキャナに載せ、試料とガラスの間を水で満

たした状態で 1200dpi の解像度で画像として取り込んだ。 

 PC に取り込んだ画像を元に、年輪幅を計測した。計測には自作の年輪幅計測

ソフトを用い、樹皮側から中心側に向かって１年輪ごとに年輪幅を計測した。

なお、年輪の不明瞭なトチノキについてはカミソリで薄片を作成して透過光画

像で年輪幅を計測した。 

 （２）年輪酸素同位体比分析 

 酸素同位体比を用いた年輪年代法は名古屋大の中塚が開発した（中塚 2021）。

通常の年輪年代で用いる１年毎の年輪幅のかわりに、１年輪毎の酸素同位体比

を用いるものである。測定に手間とコストがかかるものの、個体間の同調性が

圧倒的に高く、樹種が違っても適用できるため、年代決定のハードルを大きく

図 3 トチノキ材に見つかったカミキリ

ムシの穿孔 

（炭化材が含まれる） 
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下げる画期的な手法である。 

 試料の前処理はKagawa et al. (2015) に準拠した。概略としては、厚さ1.5mm、

幅 1cm、長さ 8cm 程度の木口面を出した薄板を作成し、穴の空いたテフロンの

シートに挟んで試験管に封入した状態で、亜塩素酸ナトリウムによる漂白、ア

ルカリによるリグニン分解、有機溶媒による脱脂によりセルロース抽出をおこ

ない、乾燥後、１年輪毎に切り分けて銀箔で梱包して TCEA-deltaV により酸素

安定同位体比を測定した。 

 （３）クロスデーティング 

 年輪年代学では、個体間の年輪（幅や同位体比）の同調性をもとに、パター

ン合わせで年代決定をする。この同調性をもとにして年代決定をする手法をク

ロスデーティングという。クロスデーティングには Baillie & Pilcher (1973)を

もとにした分析法を用いた。 

 東北地方のブナの年輪幅で言えば、2005 年はどの個体も年輪幅が狭い。この

年はブナの大豊作年で、花や果実に栄養を配分したので幹の肥大生長が遅く、

つまり年輪幅が狭くなった。ちなみに翌 2006 年は凶作で熊が大量出没した。 

 年輪の酸素同位体比はその年の生育期間中の大気の湿度や雨量を反映してい

ることが知られている。近年では 1993 年の年輪の酸素同位体比は、広域にあら

ゆる樹種に共通して顕著に低い。この年が冷夏で梅雨が終わらず、記録的なコ

メの凶作年として知られることと対応している。 

 大谷川の年輪分析では年輪幅ではなく、酸素同位体比での分析を用いた。年

輪幅の場合、個体間の同調性が低いだけでなく、樹種が異なるとそもそも同調

性が得られない。４個体の異なる樹種が出土した大谷川の場合、種間で同調性

の得られる同位体比分析が必須であった。 

 なお、手順として示していないが、個体内のどの年輪を分析したかの確認の

ためには年輪幅の計測は必須であり、同位体だけを測ったわけではない。 

 

４ 結果 

 （１）年輪計測の概要 

表１に計測結果を示した。個体別の概要は以下の通りである。 

・W0 ケヤキ： 

分析試料は表層、中心とも失われていたが、年輪数は 309 計測できた。中心の

抜けを年輪の曲率から 10cm 程度と推定し、この部分に 50-100 年輪程度がある 
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と推定した。さらに、後述する分析で残存表層が他の個体よりも 45 年古いとい

う分析結果を合わせて、樹齢は 400〜450 年と推定できた。 

・W1 カツラ： 

樹皮、中心とも残存していた。計数できた年輪数は 210 で、これがほぼ樹齢に

相当する。この個体は樹皮近くの 50-80 年輪を含む辺材部（白太）が圧密を受

けて潰れていて、年輪計数が不可能であった。追加で切断した表層部分のサンプ

ルにも圧密は認められたが、樹皮に近い部分の年輪を正しく計数できた。この部

分の最外年輪の状態から枯死季節は成長停止期、すなわち秋から翌年の春と推

定できた。 

・W6 ブナ： 

樹皮、中心共に残存。年輪数は 191 年で、ほぼ樹齢に相当する。枯死季節は成

長停止期である。 

・W7 トチノキ： 

樹皮・中心ともに残存していたが、中心付近に節があり変形していたため、この

部分の計測ができなかった。計数できた年輪数は 230 で、樹齢は 250 年程度と

推定した。枯死季節は成長停止期である。 

 （２）酸素同位体比年輪年代法による個体間の年代関係 

４個体の年輪酸素同位体比分析の結果、個体間の年代関係が明らかになった

（表１）。個体間の年輪同位体比の変動パタンの同調性は非常に高く、年代関係

は確実である（図 4）。 

 重要な点は樹皮の残存していた３個体の枯死年が一致したことである。森林

には樹皮の付いた状態で立ち枯れた樹木や、樹皮の付いた倒木が少ないながら

も存在する。したがって、噴火で枯死したことを主張するためには複数個体が同

じ年に枯死していることを確認することが重要になる。 

樹皮の残存していた W1, 6, 7 の３個体が同一年の成長停止期に枯死している

こと、さらに３個体の樹皮に火砕物の付着が確認できたことを考え合わせると、 

番号 樹種 直径 樹皮直下 枯死季節 計測 推定 同位体分析 表層の
(cm) 年輪 年輪数 樹齢 年輪数 ずれ年

W0 ケヤキ 150 × ー 309 400-450 302 45
W1 カツラ 55 ○ 成長停止期 210 210 204 0
W6 ブナ 60 ○ 成長停止期 191 191 189 0
W7 トチノキ 80 ○ 成長停止期 230 250 231 0

表１　大谷川埋没材の分析結果
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３個体が火砕流そのもので枯死したことはほぼ間違いない。 

 なお、W0 のケヤキは入手できた試料の表層が失われていて、残存する表層年

輪は他の３個体よりも 45 年古くなった。枯死年が他の３個体と同じだと仮定す

ると、表層の 45 年分が失われていたことになる。 

 （３）沼沢湖噴火の暦年代と年輪の物差しの延伸 

 上記の分析の結果、大谷川の４個体について相対的な年代関係がわかったが、

BC 何年という暦年代は決まっていない。年輪年代学である試料の暦年代決定を

するためには、その試料の年代に達する年輪の物差しが必要である。暦年標準

パタンと呼ぶこともある。 

 物差しを伸ばすには、現在から過去に向けて年輪のデータをつないでいくこ

とが必要であるが、現状では酸素同位体比の物差しは BC3100 をやっと超えた

ところで、沼沢湖火砕流噴火の年代までは伸びていない。 

 このため、沼沢の年代は現状では未確定であるが、今後 BC3000-3500 の木材

試料が集まり、物差しの延伸が進めば正確な暦年代が確定する。 

 大谷川で得られた年輪試料は大変良好で、合わせて 350 年分の同位体比パタ

ンが得られているので、暦年代が決まれば大谷川の試料自体が今度は物差しに

組み込まれることになるであろう。 

W0

W1

W6

W7

図 4 大谷川出土材 4個体の年輪酸素同位体比変動パタン 

〇は樹皮直下年輪（枯死年に相当）を示す。非常に同調性が高いので、視覚

的に確認できる 
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大谷川埋もれ木の高精度年代測定 

―放射性炭素（14C）ウィグルマッチングによる― 

 

 

早瀬亮介・長谷川尚志・齋藤昌孝 

（株式会社加速器分析研究所）   

 

１ はじめに 

2021 年の春、当社は佐久間建設工業の依頼により大谷川で発見された埋もれ木の

年代測定を行った。6 月の報道により、この木が沼沢火山の噴火に関連する巨木で

あることを知った当社は、巨木の樹齢を生かしてさらに詳しい年代を明らかにでき

れば、地域の歴史解明に貢献できると考え、佐久間建設工業や三島町の方々、そし

て関連分野の研究者たちとの共同調査を開始した。その結果、沼沢火山で約 5500 年

前（紀元前 3450 年）に発生した噴火の年代をこれまでにない高い精度で絞り込むこ

とができた。ここでは、放射性炭素（14C）年代測定の概要を説明した後、今回行っ

た年代測定の結果を報告し、その意義や派生する課題などについて述べる。 

 

２ 放射性炭素（14C）年代測定について 

（１）14C 年代測定の原理 

炭素原子には 12C、13C、14C という 3 つの同位体（化学的な性質は同じだが重さ

が異なる）が存在する。このうち、ごくわずかしか存在しない 14C は不安定で、時

間の経過とともに放射線を出しながら崩壊し（放射壊変）、安定な 14N（窒素）へと

変化する性質を持つことから放射性炭素と飛ばれる。14C は約 5730 年で半分の量に

減少する（半減期）。 

14C は大気中で、主に 14N が宇宙線を浴びることで生じるが、壊変などによる減

少と吊り合って大気中の 14C の割合（14C 濃度）はおおむね一定である。また、植物

が光合成で大気炭素を取り込んで成長し、食物連鎖を通じて動物もその炭素を取り

込んで体を構成するため、基本的に陸上動植物の体は大気の 14C 濃度を反映する。

しかし、生物が死ぬと新たに 14C を取り込むことができなくなるため、その体に含

まれる 14C は一定のペースで崩壊し、減少していく。 

この性質を利用すると、生物の遺体に含まれる 14C 濃度を測定し、本来の割合か

らどの程度減少しているかを調べることで、その生物が死んでから何年経過してい

るかを確かめることができる。これが 14C 年代測定の原理である。 

この 14C 年代は「yrBP（または単に BP）」として表記される（yr：years、BP：

Before Present）。文字通りに読めば現在から何年前かを表すように見えるが、定義
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としては西暦 1950 年から何年前

かを示している。これは、冷戦時

代に行われた核実験で大気中の
14C が急増したため、その影響を

受ける前の 1950 年時点の大気
14C 濃度が基準とされたことによ

る。 

（２）暦年較正 

14C 年代は、大気の 14C 濃度を

一定と仮定して計算されるが、実

際には太陽活動の変動などで大

気中の 14C濃度は変動することが

わかっている。このため、14C 年

代と実際の年代（暦年代）との間

にずれが生じる。そこで暦年代が

わかっている試料の 14C年代を測

定したデータを集めておき、暦年

代がわかっていない試料の 14C年

代を照合することで、その試料の暦年代を確認する作業が行われる。これを暦年較

正（または単に較正）という。 

暦年代がわかる測定対象としては、樹木が最も代表的である。樹木は年輪年代学

という方法（本書の木村論考参照）で年輪を詳しく調べることにより、年輪ごとの

暦年代を確かめることができる。こうして暦年代が確かめられた樹木年輪から連続

的に試料を採取して 14C 年代測定を行うことで、暦年較正を詳細に行うための基準

として較正曲線が作られる。較正曲線は世界各地で集められたデータから作られて

おり、日本の試料は北半球用に作られた IntCal という較正曲線で暦年較正を行う。

較正曲線は研究の進展によって更新され、最新版は 2020 年に公開された IntCal20

（Reimer et al.2020）である。IntCal20 には初めて日本産樹木年輪のデータが採用

されたことで注目された。他に日本のデータとしては、福井県の水月湖の湖底に堆

積した年縞堆積物（年ごとに形成された層を数えられる特殊な堆積物）のデータが

2013 年の IntCal13（Reimer et al. 2013）に採用されているが、1 万数千年より新

しい区間の大部分は欧米産樹木年輪のデータからなる。 

図 1 には、大谷川で発見されたケヤキ（W0）を対象に行われた最初の年代測定の

結果を示した（詳しい報告は本書第Ⅱ部に掲載）。縦軸が 14C 年代で、この試料の
14C 年代値 4716±27yrBP が赤い山で示されている（山の高い部分が 4716yrBP）。

図の左上から右下にかけて上下しながら推移するのが較正曲線である。較正曲線に

は大気の 14C 濃度が時間とともに変動したことを反映する凹凸が現れる。横軸が暦

年代（較正年代）で、その確率が山の高さで表されている。縦軸の 14C 年代を右に

延長し、較正曲線との交点から下に延ばして横軸を読めば暦年代がわかる、という

のがこのグラフの簡略な見方である。実際の暦年代はグラフの下に示した。比較的

IAAA-202101 R_Date(4716,27)

68.3% probability
5552 (6.6%) 5538calBP
5478 (20.4%) 5448calBP
5384 (41.3%) 5328calBP

95.4% probability
5575 (21.3%) 5510calBP
5483 (23.9%) 5442calBP
5410 (50.3%) 5325calBP
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OxCal v4.4.2 Bronk Ramsey (2020); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2020)

図1　最初に測定された埋もれ木W0の年代測定
結果　年輪外側の1ヶ所を測定。暦年代の候補
が250年ほどの大きな幅を持つ。

14C年代：4716yrBP→

較正曲線との交点から下に下した
横軸の値が14C年代に対応する暦年代
　　　　↓　　　　 ↓　↓

縦軸：
14C年代

横軸：暦年代

1σ暦年代範囲　　 　　　2σ暦年代範囲
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確率の高い範囲に絞って見

た場合の暦年代が 1σ（シ

グマ）暦年代範囲として表

され、68.3％（約 3 分の 2）

の確率でこの試料の真の年

代がその暦年代範囲に含ま

れることを表す。比較的確

率の低い範囲まで含めて見

た場合の暦年代が 2σ暦年

代範囲として表され、95.4

％の確率でこの試料の真の

年代がその暦年代範囲に含

まれることを表す。暦年代

（較正年代）は暦年較正

（calibrate）された結果で

あることを示すために「cal 

BP」と表記される。14C 年

代と同じように 1950 年か

ら何年前かを表す。西暦紀

元前/後を示す「cal BC/AD」

という表記も用いられる。 

この試料の場合、2σ暦年代範囲で 5575-5510、5483-5442、5410-5325cal BP と

なっており、全体で約 250 年程度の広い年代幅を持っている。なお、暦年代が複数

の範囲に分かれるのは、較正曲線が上下するからであり、このことも暦年代の幅が

広くなる要因となっている。 

（３）ウィグルマッチング 

 暦年較正をすることで試料の暦年代を求めることができるものの、図 1 のように

較正曲線が同じような高さで上下を繰り返すと、年代幅が大きくなってしまう。し

かし、このような較正曲線の凹凸（ウィグル）を利用して逆に暦年代を絞り込むの

がウィグルマッチングという方法である。お互いの年代差がわかっている複数の試

料を対象に年代測定を行い、それらの連続する 14C 年代の推移を較正曲線の凹凸に

合わせることで、試料の暦年代を絞ることができる。 

 ウィグルマッチングに最も適しているのが樹木年輪試料である。樹木は成長する

過程で年輪を形成し、年輪にはその年ごとの大気の 14C 濃度が記録されている。1 本

の木の年輪を数えながら、複数箇所から採取した試料を年代測定すれば、相互の年

代差がわかる 14C 年代の連続試料となる。 

今回測定された大谷川の埋もれ木 4 本のうち、最も年輪数が多いケヤキ W0 は 300

年を超えており、外側から数えて 1-3 年輪の部位以下、最も内側の 308-310 年輪の

部位まで 7 か所の試料を測定してウィグルマッチングを行った。説明のために例と

して図 2 にその結果のグラフの 1 つを示す（図 3 下のグラフに書き込んだもの。詳
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最外年輪：5454cal BP 頃

図2　埋もれ木W0のウィグルマッチング結果
7試料の測定結果からW0の最外年輪の年代を
絞り込む。

①7試料の横の位置関係は年輪数で決まる

②試料の縦の位置は
測定された114C年代で決まる

→①②で定まる7試料相互の位置関係が較正曲線の
どこに合うかを探して木の最外年輪の年代を算出する
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しくは表 1、図 3 参照）。この図 2 も先の図 1 と同じように縦軸が 14C 年代、横軸

が暦年代を示す。□に縦棒を刺した印が個々の試料の測定結果をグラフ上の位置で

示している（縦棒の長さは 14C 年代の誤差を表す）。各試料の横の（相互の）位置

関係は年輪数によって決まり、縦の位置は測定された 14C 年代値で定まる。この 7

点の連続試料が較正曲線のどこに合うのかを計算することになる。7 点の試料の測

定値は較正曲線におおむね沿うように推移しているが、ずれるところもあり、最外

年輪が 5474cal BP 頃（図 3 上）と 5454cal BP 頃（図 2、図 3 下）の主に 2 通りで

較正曲線に合うという結果になっている。このように暦年代の候補が分かれたが、

それでも 2σ暦年代範囲は 5484-5444cal BP と 40 年程度の幅に絞られている。図 1

の試料と同じ木であるが、大幅に暦年代が狭まったことがわかる（図 1 に結果を示

した試料は、木の外側の部位から採取したが、ウィグルマッチングに使用した W0 

1-3 の試料とは部位が異なるため、厳密に同じ試料ではない）。 

 このように 14C 年代測定のウィグルマッチングは、大谷川の埋もれ木の年代を詳

しく調べる上で有効な方法である。 

 

３ 大谷川埋もれ木の年代測定 

（１）対象とした埋もれ木と試料採取 

今回年代測定の対象としたのは、最初に発見されたケヤキ（W0）、その後周辺で

発見されたカツラ（W1）、ブナ（W6）、トチノキ（W7）の 4 本である。W0 は樹

皮が残存しないが、他の 3 本は樹皮が残り、枯死年を示す最外年輪を確認できる。 

ケヤキ W0 は木口が見える円盤状に切られた板の提供を受け、ブナ W6 は河床に

露出した木から切り出した板を頂いた。これらを切断した木片で年輪を観察し、分

析用の小木片を採取した（図 4、8 写真）。板から木片を切り出し、年輪を読む作業

を木村勝彦教授（福島大学）に依頼し、その観察所見に従って 14C 年代測定試料の

年輪位置を定めた。 

カツラ W1、トチノキ W7 は、木村教授が年輪の分析用に確保した木片から一部

の提供を受け、その年輪観察所見に従って年代測定用の小木片を採取した（図 6、10

写真）。 

いずれの埋もれ木もウィグルマッチングを行うため、年輪を確認して各 5～7 箇所

の分析試料を採取した。1 試料 3 年輪分を基本としたが、W7 は年輪の判読が困難だ

ったため、最外年輪部分は 1-5 年輪と見られる部位を採取した。おおむね 50 年輪に

1 試料程度を目安としたが、年輪の見やすさや狭さなどによって採取部位を調整し

た。これらの木の年輪等に関する所見は、本書木村論考に詳しく報告されている。 

（２）分析方法 

 採取した試料はアセトンで洗浄した後、塩酸と水酸化ナトリウムによる AAA（酸

・アルカリ・酸）処理を行い、汚染を除去した。その後、真空の状態で試料を燃焼、

発生した二酸化炭素を精製、水素で還元し、グラファイト（固体の炭素）を生成さ

せた。このグラファイトをカソードという容器に詰め、加速器質量分析（AMS）装 
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表1　埋もれ木W0採取試料の年代測定結果

図3　埋もれ木W0（ケヤキ）のウィグルマッチング結果
較正曲線と試料群の分布の重なり方に大きく2通りあり得ると
計算されたため、2つのピークに合わせてマッチング図を作成

最外年輪：5454cal BP頃

最外年輪：5474cal BP頃

B-4

B-3

B-2

B-1

D-1

最外年輪があるD-1木片より外側から
1-3年輪の試料を採取、B-1 ～ 4 木片

より他の6試料を採取。

B

D-1

埋もれ木W0の分析対象となった板（B
とD-1の部位を使用）。上部に最外年
輪。

図4　埋もれ木W0の分析対象試料
　　　（上）対象とした板全体
　　　（下）板から切り出した木片

D-1
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表2　埋もれ木W1採取試料の年代測定結果

図5　埋もれ木W1（カツラ）のウィグルマッチング結果

最外年輪：5420cal BP 頃

B-1

A2、A1木片は写真
上が年輪外側
A0木片は写真右が
年輪外側

埋もれ木W1 木片A2
外側から1-3、27-29年輪を採取

図6　埋もれ木W1（カツラ）の分析対象試料

（下）埋もれ木W1 木片A0（右：A0 ar1、左：A0 ar2)
外側から115-117,162-164,207-209年輪を採取

埋もれ木W1 木片A1
外側から70-72年輪を採取
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表3　埋もれ木W6採取試料の年代測定結果

図7　埋もれ木W6（ブナ）のウィグルマッチング結果

最外年輪：5404cal BP頃

樹皮と最外年輪があるA木片（上）
から芯があるB木片（下）にかけて
1-3、51-53、101-103、151-153、
177-179年輪の5箇所より試料採取

埋もれ木W6の分析対象となった板(左上)
と木片A、Bを切り出した状態(左下)。

図8　埋もれ木W6（ブナ）
　　 の分析対象試料

A

B

試料採取の状況（1-3 年輪）

試料採取の状況（151-153 年輪）

A

B
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表4 埋もれ木W7採取試料の年代測定結果

図9　埋もれ木W7（トチノキ）のウィグルマッチング結果

最外年輪：5402cal BP 頃

樹皮と最外年輪があるb1木片（上）からb3
木片（下）にかけて5箇所より試料採取

試料採取の状況

図10　埋もれ木W7（トチノキ）の分析対象試料

85-87 年輪 127-129 年輪

164-166年輪 208-210 年輪
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置で測定した。測定結果から 14C 年代（Stuiver and Polach 1977）を算出、これ

に基づいて IntCal20 較正曲線（Reimer et al. 2020）、OxCal v4.4 較正プログラム

（Bronk Ramsey 2009）を用いて暦年較正、ウィグルマッチング（Bronk Ramsey 

et al. 2001）を行った。 

なお、ウィグルマッチングを行う前に測定した W0、W6 の年代測定結果を本書第

Ⅱ部に掲載している。分析方法等はそちらにより詳しく書かれているため、ご参照

願いたい。 

B-1

表5　埋もれ木W0,W1,W6,W7年代測定試料間の年輪対比と統合したウィグルマッチング
酸素同位体比年輪年代法の分析結果（木村論考参照）により、W0の最外年輪が他の3

本の外側から46年輪に当たることが確認された。これに基づき4本の年輪を一連のも
のとして試料の関係を整理。年輪位置が完全に重複する1試料を除く22試料を統合し
てウィグルマッチングを行った。
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（３）測定結果 

各埋もれ木の年代測定とウィグルマッチングの結果を表 1～4、図 3、5、7、9 に

示した。これらの図表では、δ13C 値とウィグルマッチングに用いる 14C 年代値（δ
13C 補正あり、丸め込みなし）およびウィグルマッチングによる各埋もれ木最外年輪

の年代のみ掲載し、個々の試料に関するその他のデータは補足として文末の表 6 に

示した（ただし各試料単独での暦年較正結果は省略した）。 

 上述の通り、14C 年代とその較正年代（ウィグルマッチングを含む）は、基準とな

る西暦 1950 年からさかのぼる年代値として各々「yrBP」、「cal BP」として表さ

れる。わかりにくい面もあるが、測定結果の説明ではこの表記に従う。 

 ウィグルマッチングの結果、W1、W6、W7 の最外年輪の年代（2σ暦年代範囲、

95.4％の確率でこの年代幅の中に真の年代が含まれることを示す）は 5400cal BP 前

後の約 20～30 年の幅に収まり、相互に重なり合っている。これに対し、W0 は最も

多くの試料が測定されたにもかかわらず年代幅が 40 年程度と他より広く、かつやや

古い値になっている。 

 この W0 と他の 3 本の年代差については、木村教授が同じ木を対象に行った年輪

の分析（酸素同位体比年輪年代法、本書の木村論考参照）から手がかりが得られる。

この分析結果によると、W0 は本来外側にあった 45 年輪分が失われていて、残存す

る最外年輪が他の 3 本の外側から 46 年輪に当たることが判明している。そこで W0

p
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4
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P

)

最外年輪：5415cal BP 頃
B-1

図11　埋もれ木4本（W0, W1, W6, W7）の試料を統合したウィグルマッチング
表5のデータに基づき、4本の埋もれ木に属する22試料を一連と見なしてウィグル
マッチングを実施（1-3年輪は2試料あるためW6 1-3のみ計算に使用）。各埋もれ
木の試料測定結果を色分けして表示。

W0

W1

W6

W7

凡例

埋もれ木4本の最外年輪年代
1σ暦年代範囲：5420 - 5410calBP (68.3%)
2σ暦年代範囲：5423 - 5407calBP (95.4%)
※現在（2022年）から約5500年前
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の最外年輪の年代値に失われた 45 年分を加算すると、他の 3 本の年代値に重なっ

て来る。したがって、4 本の埋もれ木を対象に行った 14C 年代測定とウィグルマッ

チングの結果は、木村教授による年輪の分析結果と調和的である。 

 さらに、年輪の分析結果を踏まえて 4 本の埋もれ木の間にある年輪の対応関係を

整理すると、14C 年代測定を行った 23 試料の年輪関係は表 5 のようになる。このよ

うに言わば 4 本の埋もれ木を 1 本に見立てた状態で、約 350 年輪分にわたる 22 試

料（年輪位置が完全に重なる 1-3 年輪の 2 試料のうち 1 試料は除いた）でウィグル

マッチングを行うと表 5、図 11 のようになる。最外年輪の年代は、2σ暦年代範囲

で 5423～5407cal BP、グラフ横軸（暦年代）のピークが最も高い位置（最も可能性

が高い）が 5415cal BP 頃となった。これは 1950 年からさかのぼった年代値なの

で、現在（西暦 2022 年）からさかのぼれば約 5500 年前となる。 

 この時期に起こった沼沢火山の噴火については、これまでに行われた調査の中で

年代測定結果が蓄積されている。それらの研究によって噴火年代についても詳しく

検討され、すでに今回の結果に近い年代観が導き出されていた（山元 2003 等）。し

かし、本書第Ⅱ部に掲載したケヤキ W0、ブナ W6 の測定結果のように、各測定試料

の年代値にかなり大きな幅が出てしまうことは常に課題となる。今回測定された大

谷川の埋もれ木は、噴火で発生した火砕流に巻き込まれて枯死したと考えられる点

で噴火との関係が明瞭であり、なおかつ年輪数が多く、枯死年を示す樹皮直下の最

外年輪が残る個体が複数ある。この良好な試料に対して酸素同位体比年輪年代法と
14C 年代測定（ウィグルマッチング）を併用することで、噴火の年代を高い精度で確

認できたことは重要な成果と言える。 

 

４ 埋もれ木の年代測定結果から派生する課題 

 今回埋もれ木 4 本のウィグルマッチングを行うことで、噴火年代を絞り込むこと

ができたが、図 11 に表れているように大谷川の試料の測定結果は較正曲線より上位

に分布する範囲があることがわかる。このことについて検討するために図 12 を作成

した。 

 較正曲線は、年輪年代学等によって暦年代が確かめられた木材などを対象に 14C

年代測定を行い、各暦年代の 14C 年代値を求め、統計処理を行って作られている。

図 12 には較正曲線とその元になった試料の測定結果の分布が示されている。試料群

の分布の中ほどを較正曲線が通って行くのがわかる。元になった試料群は、ドイツ、

オーストリア、アイルランド産の樹木で、緯度は北緯 50 度前後である。これに対

し、大谷川（北緯約 37 度）の試料群は 5450～5550cal BP 頃を中心に較正曲線およ

び欧州産樹木の試料群より上位に分布する傾向がある。 

北半球用の較正曲線 IntCal には、全体的に欧州や北米の比較的高緯度に位置する

地域の試料が多く採用されている。近年、福井県の水月湖の湖底に堆積する年縞堆

積物や、日本産樹木の試料が IntCal に採用されたが、日本産樹木の測定結果が

IntCal とは系統的に異なる時期があることが指摘されている。特に 1～3 世紀（弥

生時代後期から古墳時代前期）頃のずれが大きく、考古学試料の年代測定に影響を 
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与えてきた。この時期以外にもいくつかの時期について、IntCal で較正すると実際

の年代より古い較正年代が示される傾向があること、北半球用の IntCal よりも南半

球用の SHCal 較正曲線に合う、もしくは両者の中間に近いといった日本の地域的特

徴に着目した指摘がある。大谷川の試料の分布傾向もこれらに共通する。ただし研

究が進むに従い、較正曲線に表れない微細な構造の存在なども注意されるようにな

り、1 年輪ごとに精密な測定を行うことが重視されるようになりつつある。これら

の研究動向については、坂本（2021）にまとめられている。 

大谷川の試料に見られる較正曲線とのずれも東北地方南部や日本の地域的特徴を

示す可能性があり、その解明にはさらなる調査が必要となる。いずれにしてもこの

年代の長期間にわたる樹木年輪試料自体が大変貴重であり、大谷川の埋もれ木群に

ついて今後調査が進展し、14C 年代から暦年代を求める基準となる較正曲線などの

研究に貢献することが期待される。 
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５ まとめ 

 大谷川の埋もれ木 4 本から 23 試料を採取して 14C 年代測定を行い、ウィグルマ

ッチングにより各埋もれ木の年代を求めた。さらに年輪の分析結果による 4 本の年

輪の対応関係に基づき、4 本を一括してウィグルマッチングを行った結果、埋もれ

木の最外年輪、すなわち沼沢火山の噴火年代が（基準となる西暦 1950 年からさかの

ぼって）約 5400cal BP 頃、現在（西暦 2022 年）から約 5500 年前、紀元前 3450 年

頃であることが明らかになった。この結果はこれまでに蓄積された研究成果に近い

ものであるとともに、極めて高い精度で年代が絞り込まれたことになる。 

 さらに大谷川の試料群の測定結果が較正曲線の上位に分布する範囲があることが

注意された。この地域または日本の地域的特徴を示す可能性があることを含め、較

正曲線等に関する今後の研究への貢献が期待される。 

 

 なお、ここに結果を報告する年代測定については、佐久間建設工業株式会社、三

島町、三島町教育委員会の協力を得て行った部分がある。 
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表6　埋もれ木W0, W1, W6, W7の年代測定結果（補足）

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

IAAA-210388 W0 1-3 -26.13 ± 0.20 4,750 ± 30 55.37 ± 0.19 4,748 ± 27
5481 - 5471calBP (39.6%)

5457 - 5449calBP (28.7%)
5485 - 5445calBP (95.4%)

IAAA-210389 W0 51-53 -25.51 ± 0.15 4,810 ± 30 54.95 ± 0.18 4,809 ± 26
5531 - 5521calBP (39.6%)

5507 - 5499calBP (28.7%)
5535 - 5495calBP (95.4%)

IAAA-210390 W0 101-103 -26.73 ± 0.16 4,790 ± 30 55.11 ± 0.18 4,786 ± 26
5581 - 5571calBP (39.6%)

5557 - 5549calBP (28.7%)
5585 - 5545calBP (95.4%)

IAAA-210391 W0 151-153 -27.62 ± 0.19 4,920 ± 30 54.21 ± 0.18 4,919 ± 26
5631 - 5621calBP (39.6%)

5607 - 5599calBP (28.7%)
5635 - 5595calBP (95.4%)

IAAA-210392 W0 201-203 -26.27 ± 0.15 4,940 ± 30 54.09 ± 0.18 4,936 ± 26
5681 - 5671calBP (39.6%)

5657 - 5649calBP (28.7%)
5685 - 5645calBP (95.4%)

IAAA-210393 W0 251-253 -26.50 ± 0.19 4,960 ± 30 53.92 ± 0.18 4,961 ± 27
5731 - 5721calBP (39.6%)

5707 - 5699calBP (28.7%)
5735 - 5695calBP (95.4%)

IAAA-210394 W0 308-310 -27.97 ± 0.16 5,060 ± 30 53.23 ± 0.17 5,064 ± 26
5788 - 5778calBP (39.6%)

5764 - 5756calBP (28.7%)
5792 - 5752calBP (95.4%)

5480 - 5470calBP (39.6%)

5456 - 5448calBP (28.7%)
5484 - 5444calBP (95.4%)

IAAA-220437 W1 1-3 -31.63 ± 0.17 4,670 ± 30 55.95 ± 0.19 4,665 ± 27 5428 - 5418calBP (68.3%) 5432 - 5413calBP (95.4%)

IAAA-220438 W1 27-29 -29.46 ± 0.17 4,690 ± 30 55.77 ± 0.19 4,691 ± 26 5454 - 5444calBP (68.3%) 5458 - 5439calBP (95.4%)

IAAA-220439 W1 70-72 -28.17 ± 0.17 4,880 ± 30 54.48 ± 0.18 4,878 ± 26 5497 - 5487calBP (68.3%) 5501 - 5482calBP (95.4%)

IAAA-220440 W1 115-117 -26.82 ± 0.20 4,840 ± 30 54.77 ± 0.19 4,836 ± 27 5542 - 5532calBP (68.3%) 5546 - 5527calBP (95.4%)

IAAA-220441 W1 162-164 -27.07 ± 0.21 4,820 ± 30 54.86 ± 0.19 4,822 ± 27 5589 - 5579calBP (68.3%) 5593 - 5574calBP (95.4%)

IAAA-220442 W1 207-209 -27.79 ± 0.17 4,980 ± 30 53.83 ± 0.18 4,975 ± 26 5634 - 5624calBP (68.3%) 5638 - 5619calBP (95.4%)

5427 - 5417calBP (68.3%) 5431 - 5412calBP (95.4%)

IAAA-210587 W6 1-3 -24.96 ± 0.19 4,660 ± 30 56.01 ± 0.18 4,656 ± 26 5415 - 5399calBP (68.3%) 5425 - 5395calBP (95.4%)

IAAA-210588 W6 51-53 -27.96 ± 0.19 4,770 ± 30 55.25 ± 0.19 4,765 ± 26 5465 - 5449calBP (68.3%) 5475 - 5445calBP (95.4%)

IAAA-210589 W6 101-103 -26.86 ± 0.17 4,850 ± 30 54.64 ± 0.18 4,854 ± 27 5515 - 5499calBP (68.3%) 5525 - 5495calBP (95.4%)

IAAA-210590 W6 151-153 -29.50 ± 0.21 4,780 ± 30 55.16 ± 0.18 4,779 ± 26 5565 - 5549calBP (68.3%) 5575 - 5545calBP (95.4%)

IAAA-210591 W6 177-179 -28.94 ± 0.19 4,820 ± 30 54.89 ± 0.19 4,818 ± 27 5591 - 5575calBP (68.3%) 5601 - 5571calBP (95.4%)

5414 - 5398calBP (68.3%) 5424 - 5394calBP (95.4%)

IAAA-220443 W7 1-5 -25.27 ± 0.18 4,670 ± 30 55.92 ± 0.19 4,669 ± 26 5412 - 5401calBP (68.3%) 5417 - 5397calBP (95.4%)

IAAA-220444 W7 85-87 -24.70 ± 0.19 4,830 ± 30 54.84 ± 0.19 4,826 ± 27 5495 - 5484calBP (68.3%) 5500 - 5480calBP (95.4%)

IAAA-220445 W7 127-129 -24.62 ± 0.22 4,860 ± 30 54.60 ± 0.19 4,861 ± 27 5537 - 5526calBP (68.3%) 5542 - 5522calBP (95.4%)

IAAA-220446 W7 164-166 -25.29 ± 0.20 4,780 ± 30 55.17 ± 0.19 4,777 ± 27 5574 - 5563calBP (68.3%) 5579 - 5559calBP (95.4%)

IAAA-220447 W7 208-210 -27.23 ± 0.18 4,990 ± 30 53.71 ± 0.18 4,993 ± 26 5618 - 5607calBP (68.3%) 5623 - 5603calBP (95.4%)

5410 - 5399calBP (68.3%) 5415 - 5395calBP (95.4%)

表1～4に示していないデータを掲載。項目の説明は本書78～80ページ参照。

Libby Age (yrBP)、暦年較正用 (yrBP)、pMC (%)はすべてδ
13

C補正された値。

暦年較正用 (yrBP)は表1～4に「14
C年代」として掲載、Libby Age (yrBP)はそれを丸めた値で、通常はこれを14C年代と呼ぶ。

ここに示す較正年代は各埋もれ木のウィグルマッチングの結果であり、試料個々の較正結果は省略した。

W0の最外年輪年代

W1の最外年輪年代

W6の最外年輪年代

W7の最外年輪年代

ウィグルマッチング結果
δ13

C (‰)

(AMS)
試料名測定番号

暦年較正用

(yrBP)
pMC (%)

Libby Age
(yrBP)
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沼沢火山紀元前 3450 年の噴火後に只見川で発生した 

大規模決壊洪水 

 

 片岡 香子     

（新潟大学災害・復興科学研究所） 

 

１ はじめに 

 本小論は、これまで著者が執筆した沼沢火山の噴火による大規模決壊洪水に関わ

る公表論文や学会発表（Kataoka・他，2008, 2009, 2016；卜部・他，2011）をもと

にした。論文の多くは、英文で書かれているため、改めて日本語で解説し、さらに、

現時点での知見やコメントも付す。以下本論では、沼沢火山で縄文時代に発生した

噴火（沼沢湖噴火：山元, 1995）の概要に触れ、その後に、只見川から決壊洪水が発

生したという地質学的・地形学的証拠を述べ、さらに推定される洪水の大きさ（流

量）を解説する。最後に、もし将来同様の噴火が発生すれば、どのような火山災害

が起こりうるか、を考える。 

 

２ 縄文時代（紀元前 3450 年）に発生した噴火の背景 

（１）沼沢火山 

福島県の沼沢火山（沼沢湖）は小型のカルデラ火山であり、標高 470 m 付近に、

直径 2 km 程度の小さなカルデラ湖を有する。この火山にとって最新の沼沢湖噴火

は、縄文時代の紀元前 3450 年頃に発生した。この噴火は 4 つの噴火ステージから

なり、最初に火砕流噴火が発生し、次に噴煙柱を高く上げるプリニー式噴火、マグ

マ水蒸気爆発、プリニー式噴火と変化した（山元，1995，2003）。この間、休止期

はなく、これらの噴火はほぼ一連に起きたとされる（山元，1995，2003）。その中

で、最初に起きた火砕流噴火が最も規模が大きく、谷埋め型の火砕流堆積物（塊状

の軽石流）の体積は 4 km3、火砕サージの部分は 0.1 km3である（山元，1995，2003）。

現在の地形や残された堆積物の分布から、この火砕流は、沼沢湖付近から下流の柳

津地域までの只見川およびその支流の谷に入り込み、軽石質な火砕流堆積物により

最大で 100 m 以上、谷を埋積したことがわかる（図 1，2，3）。なお、沼沢湖噴火

（山元, 1995, 2003）の年代については、これまで紀元前 3400 年とされたが、今回

三島町で新たに発見された埋没木の分析により紀元前 3450 年頃であることが判明

した。 

（２）只見川から阿賀川（阿賀野川）流域 

 只見川は、沼沢火山のカルデラの北縁に沿って流れ、そこから下流約 35 km で阿

賀川（阿賀野川）に合流する（図 1）。さらに、狭く急な峡谷を流れて、ところどこ 
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ろやや谷が広くなる場所では段丘地形を発達させ、最終的に新潟（越後）平野に入

る。火山から日本海までの河川沿いの全長は約 150 km である。流域には大規模な

水力発電開発によって、十数カ所のダムとダム湖が存在する。なお、只見川最下流

の片門での 2003〜2020 年の年間を通じた平均流量は 167〜266 トン（m3）/秒（一

秒あたり 167〜266 トン）が観測されており、この期間の平均をとると 224 トン/秒

である（国土交通省・水文水質データベースによる）。 

図 1 位置図 

(A) 沼沢火山（沼沢湖）と只見川・阿賀川（阿賀野川）と新潟平野。紀元前 3450

年噴火に関わる火山噴出物、せき止め湖（推定）、決壊洪水や水流で堆積した軽石

・火山灰の分布（Kataoka・他，2008 に加筆）。(B) 沼沢湖周辺の鳥瞰図および

火砕流とせき止め湖の推定範囲。 
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 沼沢湖噴火起源の軽石や火山灰（火山ガラスや鉱物粒子）のうち後に詳しく述べ

る決壊洪水や河川などの水流作用で流下したものは、只見川・阿賀川（阿賀野川）

流域にかけて広く分布し、新潟平野でも確認できる（図 1）。軽石や火山灰は、流域

の段丘堆積物の全体や一部、平野堆積物の一部を構成する（Kataoka・他，2008, 2009, 

2016；卜部・他，2011）。とくに、只見川下流域で阿賀川と合流する付近の段丘地

形（三津合（千咲原）や片門など）は明瞭で、そこでは成層構造（数 cm から数十 cm

の間隔の縞状の模様）を有する軽石質堆積物が 10〜30 m の厚さで堆積する。 

 

３ 只見川で発生したせき止め湖の決壊洪水 

（１）決壊洪水の地質学的・地形学的証拠 

只見川沿いには、縄文時代の火砕流噴火に伴い発生したせき止め湖の決壊洪水を

示唆する地質学的・地形学的証拠が存在する（Kataoka・他，2008）。以下に、そ

れらについて解説する。 

Ａ．只見川、沼沢火山付近での火砕流堆積物 

沼沢湖周辺の只見川右岸には火砕流堆積物が堆積し、台地状の地形が見られる。

この火砕流堆積物の一部は火山から見て只見川の対岸（例えば、会津水沼駅付近）

にも同じような平坦な地形面が分布しており、現在の谷の部分には火砕流堆積物が

欠落するような形である（図 1B，2）。このようなことからも、噴火直前の只見川

峡谷は、火砕流噴火時に埋め立てられて、当時の只見川がせき止められたことが考

えられる。火砕流堆積物の只見川の縦断（河川の上流・下流）方向への分布から、火

砕流ダムによるせき止めは全長 15 km、高さ（深さ）は 100 m を超えたと判断でき

る（図 3）。 

火砕流堆積物の分布から、せき

止め部の上流端は、会津中川駅か

ら上田ダム付近、天端は標高 390 

m に位置していたと考えられる

（図 3）。仮に現在の地形を用い

て、同様に河川をせき止めた場

合、その容量は 1.7 km3（17 億ト

ン）と計算され、現在の田子倉ダ

ム湖の只見ダム付近にまで広が

っていた可能性がある（Kataoka

・他，2008：図 1）。 

Ｂ．せき止め湖の堆積物 

推定されるせき止め湖の範囲

内で、上井草や本名ではせき止め

湖で堆積したと考えられる堆積

物が発見された。このせき止め湖

堆積物は、沼沢湖噴火による噴火 

図 2 紀元前 3450年噴火による火砕流堆積物

（会津水沼駅付近の露頭） 

火砕流堆積物が、噴火時、谷を 100 m 以上埋

め立て、只見川をせき止めた。 
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堆積物を直接覆い、層の厚さが 2.5 m 以上で、泥サイズの火山灰層と細粒砂サイズ

の火山灰層からなる（図 4）。その中に、よく円磨された数 cm サイズの軽石が含ま

れる場合がある（図 4B）。また、非常に薄い「葉理」と呼ばれる堆積構造が見られ

る。このような細かい粒子からなる薄い平行葉理は、水流が停止した湖のような水

域で粒子が沈降して堆積したことを示す。このせき止め湖堆積物はその上部が大き

く侵食されており、その上位は基盤岩起源の中礫・大礫からなるいわゆる川砂利の

ような礫層に覆われることから（図 4）、せき止め湖の水が抜けるときに堆積物が侵

食され、河川の水流が動き始めたときに、礫層が堆積したことが考えられる。 

Ｃ．大規模な決壊洪水堆積物 

只見川下流域〜阿賀川流域にかけて、この決壊洪水の存在や大きさを支持するよ

うな堆積物や地形が多数残存する（Kataoka・他，2008）。只見川下流から阿賀野

川合流部付近の三津合（千咲原）や片門付近の天然の露頭や土砂採取場の崖では、

ダイナミックなせき止め湖決壊洪水堆積物を見ることができ（図 5）、片門から合流

部までの区間に堆積した洪水堆積物の体積は 0.5 km3 以上と見積もられている

（Kataoka・他，2008）。ここでの軽石と火山灰粒子（火山ガラスや鉱物など）は、

沼沢湖噴火の火砕流堆積物を母材としているが、よく円磨されており、水の流れに

よりもたらされたものである。 

構成される堆積物は、厚さが 20 m 以上になることもあり、主に土砂流（註 1）堆

積物からなり、平坦面（段丘面）を形成する（図 5A）。堆積物を詳しく見てみると、

砂サイズの火山灰粒子・軽石粒子と礫サイズの軽石からなる層状（縞状）の堆積物

で、さらに周囲の大きさとは不調和な、径が数 m の基盤岩起源の巨大礫がランダム 

図 3 只見川の火砕流台地と段丘を河川の縦断方向に投影した図 

（Kataoka・他，2008） 
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にまた孤立して含まれるのがわかる（図 5）。また、この粗い縞状の地層は一見水平

にも見えるが、長い波長（数十ｍ以上）で緩やかなうねりを持った斜交する構造で

あり（図 5A、 B）、通常（平水時）の河川の流れではなく、大規模な流水作用によ

り形成されたと考えられる（片岡，2022）。1960 年代から 80 年代にかけての研究

では、このような堆積物の縞構造に対する研究は進んでおらず、ほぼ水平な地層に

見えることから、これを一時的に形成された湖の堆積物とする誤った解釈がなされ 

図 4 せき止め湖堆積物（上井草）（Kataoka・他，2008） 

(A) 下半部はせき止め湖の堆積物で、細かい粒子（火山ガラス・鉱物粒子・軽

石）からなる。その上に侵食面があり、その上位に砂礫層（玉砂利）が覆う。 

(B) 同じ露頭での、せき止め湖堆積物。薄い平行葉理が発達する堆積物（火山ガ

ラス・鉱物粒子からなる）の中に、円磨された軽石が入る。おそらくせき止め湖

の湖面に浮いていた軽石が吸水し、その後沈んだものと考えられる。 
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図 5 決壊洪水堆積物(片門付近の採土場) 

(A) 20 m 以上の厚さで堆積する決壊洪水堆積物（土砂流堆積物）。赤丸は観察者

（約 1.6 m 高さ） (B) 上に凸状で低角度に斜交する。長い波長の層構造が見え

る。径が数十 cm の基盤岩起源の巨礫（b）が散在する。(C) (B)と同じ採土場で残

された、5 m の巨大礫。(B, C) は Kataoka (2023)に加筆． 
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てきた（Fujiwara and Takahashi, 1960；柳田，1981 など）。しかし、20 m もの

厚さの堆積物は概ね上方へと付加し、その内部には水位の低下にともなって形成さ

れるような侵食面は認められないことや巨礫を含むことからも、これらは決壊洪水

の流水作用によるもので、大規模な洪水流のような高エネルギーな流れが比較的持

続する状況下で、軽石などの土砂が堆積したと考えられる（Kataoka・他，2008；

片岡，2022）。 

この軽石質決壊洪水堆積物の下位は、沼沢湖噴火の降下火山灰層（淘汰の良い、

中粒・粗粒サイズの火山灰・軽石）が見られることがあり、そのさらに下位に古土

壌層や玉砂利（河川礫）がある。これらは、噴火直前の旧河床礫あるいは当時の段

丘堆積物と考えられ、決壊洪水とその堆積物でそれらが一気に埋没したと考えられ

る。 

Ｄ．洪水巨礫 

沼沢火山から片門までは、只見川は峡谷地形で川沿いには決壊洪水に関わる段丘

地形が発達する（図 3）。三島町宮下や西方の段丘露頭や段丘面上には、決壊洪水を

示唆する径が数 m もの巨大礫を見ることができる（Kataoka・他、2008）。露頭（崖）

でみられる厚さ 6 m 程度の堆積物は、数十 cm から数 m の円磨された基盤岩起源の

礫から構成され、巨大な流れで堆積した（図 6A）。また、低位の段丘面上に「迷子

石」のような、巨大な礫が点在することがある（図 6B）。これは、一度堆積した決

壊洪水堆積物をその後、2000 年から 3000 年かけて河川が侵食したが、巨大な礫は

下流に運べず、残留したものと考えられる。なお、先述したとおり、片門より下流

では、このような巨大礫は、軽石質決壊洪水堆積物中に含まれる。 

Ｅ．阿賀野川沿いの遺跡で見られる洪水堆積物 

阿賀野川下流域の新潟県旧津川町や旧安田町にある縄文時代の遺物や遺構を産す

る遺跡で、川沿いに立地するものからも、沼沢湖噴火に伴う決壊洪水の影響が読み 

図 6 洪水巨礫 

（A）西方の露頭（崖）でみられる厚さ 6 m 程度の決壊洪水堆積物。径が数十 cm

から数 m の円磨された基盤岩起源の礫から構成される（Kataoka・他，2008 に加

筆）。（B）低位の段丘面上にある「迷子石」のような巨大礫。 
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取れる。阿賀野川下流域、沼沢火山から 95 km 下流にある旧津川町の縄文遺跡（上

野東遺跡・現明嶽遺跡）では、縄文早期から前期の遺物包含層を只見川の決壊洪水

起源の軽石堆積物（軽石の母材は沼沢湖噴火の火砕流）が覆い（図 7）、さらにその

上位は縄文中期以降の遺物包含層が発達する（高橋ほか，2006）。上野東遺跡では

標高 94 m 付近に洪水堆積物が遺物包含層を覆い、この周辺では標高 60 m の露頭に

厚さ数 m の軽石質洪水堆積物が分布することからも、噴火以前の河床から少なくと

も 38 m は上位に位置していた当時の生活面にまで、水位が上昇し、洪水堆積物が

覆ったこととなる（Kataoka・他，2008）。 

 なお、縄文遺構は、噴火当時の段丘面上に立地しており、通常の洪水ではあまり

被害の及ばないような高台に、季節的なあるいは一時的な利用地を構えていたが、

洪水によって埋没した後、しばらくの間は集落の発達が制限された可能性が高い。

しかしながら、洪水後も同じ土地の利用が再開されることから、縄文人たちにこの

災害の継承がなされなかった可能性もある。また、遺跡周辺は、火砕流や火山灰降

下の直接的影響の痕跡がないため、当時の縄文人たちは、噴火を認識していなかっ

た可能性がある。しかしながら、噴火後の何の予兆もなく、決壊洪水がこの地に押

し寄せたことが考えられる。同様の遺跡の洪水堆積物による埋積は、沼沢火山から

110 km も離れた新潟平野縁辺の六野瀬遺跡（旧安田町）でも認められる（図 1：安

田町教育委員会，1992）。  

（２）決壊洪水の大きさ（流量計算） 

現在の火砕流堆積物にはガリー侵食が発達していることから、この火砕流堆積物

の透水性はそれほど高くなく、また、火砕流堆積物の表層部分には雨水による表面

流水で堆積した二次堆積物（泥流堆積物）がある。このことからも、火砕流ダムは

ダム湖の水位上昇を伴い、満水に近い状態から越流して、決壊した可能性が最も高

い。先にも述べたが、只見川沿いの火砕流堆積物の地形から、当時のダムの上流端

におけるその天端は、標高 390 m である。この標高にまで水が満たされる場合、現

図 7 現明嶽遺跡での洪水堆積物 

（A）黄褐色に見えるのが縄文時代の遺構を覆う洪水堆積物（火山灰質で、沼沢湖

噴火の軽石を含む）。(B) 地層断面。 



 

40 

 

在の只見川の地形に基づくと、ダムの貯水量は約 1.7 km3（17 億トン）と計算され

る。 

現在の只見川最下流・片門での平均流量は約 200 トン/秒であり、例えば只見川に

できた火砕流ダムによるせき止め湖への流入量をその半分の 100 トン/秒とすると

およそ 196 日、50 トン/秒とするとおよそ 393 日で満水となり、越水して決壊が起

きたと仮定できる。今回、三島町・大谷川で採取された埋没木からは火砕流堆積物

の詳細な年代値が得られることが期待できる。すでに、下流にある片門の決壊洪水

堆積物中の埋没木からは、決壊洪水の季節が推定されていることから（福島大学・

木村勝彦氏・私信）、火砕流堆積物と決壊洪水堆積物中の材木試料の比較から、火

砕流発生から決壊洪水に至る時間（何ヶ月から何年か）が特定できるだろう。 

先に述べた、上井草で認められるせき止め湖堆積物の侵食面はせき止め湖の湖水

位の急速な低下により形成されたと考えられ、その標高がおよそ 320 m である。そ

れを下流に標高を下げながら追っていくと、只見川と阿賀川の合流部に広がる決壊

洪水堆積物でできた段丘面の標高と調和的に見える（図 3）。このことから、火砕流

ダムの天端標高である 390 m から決壊部の基底となる 320 m の差が、ダム決壊高

として見なせる（図 3）。決壊高を 70 m としたとき、地形モデルから、約 1.6 km3

（16億トン）ものせき止め湖の水が一気に排水されたことが見積もられる（Kataoka

・他，2008）。排水量とダム決壊高や（Cenderelli, 2000）、ダムの決壊形状などの

特徴（Manville, 2001）から、洪水のピーク時の流量（毎秒何トンか）を求めること

ができる。また、洪水巨礫の大きさから流れの速度を見積もることができる

（O'Connor, 1993）ので、堆積物の厚さや分布から求められる流れの幅を用いるこ

とでも流量が求まる。1）巨大礫を用いた方法、2）ダム高と排水量の回帰関係、3）

ダムの決壊形状の解析の手法から、それぞれ、15,300〜38,000 トン（m3）/秒、37,300

〜58,300 トン/秒、10,000〜323,000 トン/秒のピーク流量を見積もった（Kataoka，

他，2008）。つまり毎秒数万トンから数十万トンのピーク流量をもつ洪水が、只見

川・阿賀川（阿賀野川）を流下したこととなり、現在の通常の河川流量が毎秒数百

トン程度であることからも、2 桁から 3 桁オーダーの大きい、巨大洪水が発生した

ことが推定できる。仮に毎秒 5 万トンのピーク流量を持つ洪水として、洪水の総流

量をせき止め湖からの排水量である 1.6 km3（16 億トン）とすると、洪水の流量を

縦軸に、時間を横軸に取る三角ハイドロクラフから、洪水時間が 64000 秒と求まり、

つまり 18 時間程度洪水状態が続いたこととなる。比較的長い時間の洪水時間は、下

流の決壊洪水堆積物が最大 30 m 程度の厚さで連続的に堆積していることとも調和

的である。 

 

４ 洪水や河川を通じた流砂の影響は新潟にも及んだ 

沼沢火山から 100 km 以上下流に位置する新潟（越後）平野でも、このせき止め

湖決壊洪水とそれに伴う軽石や火山灰の流入の影響が及んだことが明らかとなって

いる（図 1：卜部・他，2011；Kataoka・他, 2009, 2016）。阿賀野川は新潟平野に
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流入する主要な河川で、日本海に注ぐ。当時

は縄文海進の頃であり、海岸線は現在よりも

内陸側に位置しており、新潟平野では古砂丘

列の分布に調和的である（図 1）。平野では、

阿賀野川支流の能代川の川岸でも泥質の氾

濫原堆積物直下に、古い河道を充填する砂礫

質の堆積物（厚さ 80 cm 以上）があり、この

中に沼沢湖噴火を由来とする、よく円磨され

たこぶし大の軽石が見られる（つまり川で運

ばれた）。また、新潟平野地下のボーリング

コアの解析（図 1 中，TA-1, MZ-1, SN-1, KN-

1, NM2）からも、軽石や火山ガラスを含む層

が認められる（図 8：卜部・他，2011；Kataoka

・他, 2009, 2016）。地点 NM2 では、地下深

度 4.5 m から 9.5 m 付近のところに、厚さ 5 

m ほどの軽石質堆積物があり、これも網状河

川により運ばれてきたことが、堆積構造から

判断できる。また、TA-1、MZ-1、SN-1、KN-1 地点は、噴火当時は海岸線から沖側

に位置していたが、多くは地下深度の 15 m から 16 m 付近に、沼沢火山起源の軽石

や火山ガラスが濃集するのが見られ（図 8）、海岸や浅い海域にも軽石が阿賀野川を

通じて到達したことを物語っている。軽石や火山灰の平野への瞬時で大量の流入は、

当時の海岸線の位置をより沖側へ前進させた（陸地が広がった）ことが明らかとな

っている（卜部ほか，2011；Kataoka・他, 2009, 2016）。また最も沖側に位置する

TA-1 コアでは、この軽石の濃集層準が、約 1000 年前の年代を示すことから、噴火

後 4500 年にも渡り、軽石や火山ガラスの繰り返しの堆積が平野や浅海で起きたこ

とが明らかとなった（卜部・他，2011；Kataoka・他, 2016）。  

 

５ 縄文時代の噴火から学ぶこと —将来の噴火に備えて- 

 縄文時代（紀元前 3450 年）の沼沢火山の噴火は、火山学的に見ても噴出量と規模

が大きい。同様の火砕流噴火が将来発生すれば、只見川にせき止め湖が発生し、決

壊に至れば、大規模洪水により、川沿いの低地・台地（段丘）はもとより最下流域の

新潟平野や日本海沿岸にも大きな被害が及ぶ可能性が非常に高い。このようなこと

は、災害が福島県から新潟県へと「越境し」発生することを示唆するもので、火山

災害や火山土砂災害の広域性を考えれば、福島県のみならず、新潟県も沼沢火山の

防災に対する計画や情報の共有を積極的に行う必要がある。一方で、小規模なマグ

マ噴火が発生したとしても、只見川から阿賀川（阿賀野川）水系においては、多数

の水力発電ダムがあるため、火砕流による直接的なダムの破壊や、水流により下流

へと運ばれる軽石の殺到による施設機能の停止や低下、最悪の場合は、ドミノ倒し

的な複数ダムの決壊などが起こるかもしれない。また、農業用の取水にも影響が出

図 8 新潟平野でのボーリングコ

ア試料（SN-1）に挟まる軽石層

（卜部・他，2011を改編） 

軽石は阿賀野川を通じて運ばれて

きた。地表から深度 16.6〜16.9 m

付近。 
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るかもしれない。 

 噴火に伴う火砕流ダムによるせき止め湖やカルデラ湖などが決壊し、巨大洪水を

引き起こした事例は世界的にも報告されている（Macías・他, 2004; Kataoka・他，

2011; Manville, 2015 など）。火山災害は、噴火の直接的な影響（噴石や降灰、火砕

流）に注視しがちであるが、水を介して発生する火山災害の広域性と多様性を知り、

それに備える必要がある。 

 

註 1：土砂流は、全層流動の土石流よりも希釈な流れで、一般に流れの固体粒子濃

度が、40-80 重量％（20-60 体積%）のものを指す。 
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沼沢火山噴火と縄文社会への影響 

 

三浦 武司 

（福島県文化振興財団遺跡調査部） 

 

１ はじめに 

三島町大谷地区から掘り出された埋もれ木の発見は、火山学・地質学・環境学・

年代学などの自然科学分野において、有意な情報を提供する試料となった。そして

考古学においても、この埋もれ木の発見は重要な意味をもつ。沼沢火山の噴火が、

縄文時代前期の終わり頃から中期のはじまり頃と考えられているからである。火砕

流の痕跡を樹皮に残したままの大谷川の埋もれ木は、噴火当時を表すものと考えら

れる。年輪解析や放射性炭素年代測定により、沼沢火山噴火は今からおよそ 5,500

年前であることが明らかとなった。 

福島県内で縄文時代の遺跡を発掘調査すると、沼沢火山噴出物（主に沼沢パミス）

が認められることがある。この噴出物は、会津地方はもちろん、中通り地方、浜通

り地方でも検出できる。沼沢火山のように広域に分布する火山灰層の上下から出土

する土器などを各地で対比することにより、それらの新旧関係を把握することが可

能になる（層位学的方法）。さらに、文字資料が無い縄文時代では、縄文土器の器

形や施文技法、文様などの共通するまとまりを型式と認定して、地域ごと及び時代

ごとに編成した『編年』と呼ばれる「年代のものさし」を利用して新旧関係を捉え

ていく（型式学的研究法）。考古学では、この 2 つの研究法を用いて相対的な新旧

関係を把握していくことが基本となる。考古学で利用する相対的な新旧関係に、埋

もれ木の暦年代値を与えることで沼沢火山噴火年代が推定できることから、考古学

においてもこの埋もれ木の発見は重要視されたのである。考古学は、人が残したモ

ノや自然のイベントなどを介して人間活動を研究する学問である。遺跡や土器を通

して沼沢火山噴出物が、この地域に暮らしていた縄文人にどのような影響を及ぼし

たのか、そしていつごろどのように生活が再生できたのか、噴火痕跡が認められた

縄文遺跡を通してこの噴火が縄文社会へ及ぼした影響を考えていきたい。 

 

２ 沼沢火山噴火に関連した遺跡 

沼沢火山が噴火した時期に福島県を含む東北地方で用いられていた土器は、大木

6 式土器と呼ばれる土器型式である。大木 6 式土器は、研究者によって 2 期から 6

期に細分した編年があるが、本論ではわかりやすく新古 2 区分とする。古段階は口

縁部文様帯と胴部文様帯が区分され無文帯をもつもの、シンプルな幾何学文や円文
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図１ 大木６式土器古段階資料 

（各報告書より抜粋一部改変） 

 



 

46 

 

 

図２ 大木６式土器新段階資料 

（各報告書より抜粋一部改変） 
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などの文様が施文された土器群とした。新段階は細い粘土紐に刻みを入れた有節浮

線文や爪形刺突を施した沈線で複雑なモチーフを描く土器群とした。沼沢火山噴出

物との関係が明瞭な資料について掲載した。 

（１）沼沢火山噴火の影響を受けた遺跡（図 1） 

図 1 には、会津美里町の 3 遺跡と磐梯町と猪苗代町にまたがる 1 遺跡から出土し

た土器の一部を掲載した。会津美里町の 3 遺跡は、宮川流域に位置する集落遺跡で

ある。火山噴出物層の下から、住居跡や土器が出土している。油田遺跡と鹿島遺跡

から見つかった住居跡は沼沢火山噴出物に覆われた状態であった。この 3 遺跡は、

沼沢カルデラから約 21～23 ㎞の距離に位置し、火砕流が到達した先端付近に立地

した遺跡と想定される。法正尻遺跡は、縄文時代前期から中期末葉まで続いた福島

県を代表する大集落遺跡である。約 5 万年前の磐梯山噴火の山体崩壊でできた岩屑

なだれ地形上に立地し、沼沢カルデラから直線距離で約 40 ㎞離れており降灰の影響

のみを受けた遺跡である。 

（２）沼沢火山噴火以後の可能性のある遺跡（図 2） 

図 2 には、大木 6 式土器新段階とした資料を掲載した。これらの土器が出土した遺

跡では、沼沢火山に関連した噴出物に関する事実記載は少なく、土器の特徴から選出

したものも含まれる。沼沢カルデラから直線距離で約 20 ㎞の会津盆地西縁の火砕流

到達想定範囲内に位置する会津坂下町大村新田遺跡では、小破片の大木６式土器新段

階の土器が確認できた。火砕流が近接したと考えられる会津坂下町次郎坂遺跡・次郎

坂古墳群・経塚遺跡は、沼沢カルデラから直線距離で約 23～27 ㎞を測る会津盆地西

縁山地の標高 200～230ｍほどの丘陵地に立地する。火砕流の到達範囲や近接地域に

ある遺跡の出土資料は、小破片が多く生活痕跡は希薄な遺跡が多い。火山灰降下のみ

の下郷町下平遺跡、猪苗代町桜川南遺跡、磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡では、器形が

復元できるものが多く出土している。 

 

３ 沼沢火山噴火前後の遺跡分布 

図 3 上段には、沼沢火山の噴火以前に利用されていた大木 6 式土器古段階が出土

した遺跡、下段は大木 6 式新段階以降の土器が出土した遺跡の分布を示した。分布

図№と表№は一致している。 

 （１）大木 6 式土器古段階の遺跡分布（図 3 上段） 

 沼沢火山噴火以前である大木 6 式土器古段階の土器が出土した遺跡は、33 遺跡

（№1～33）を数える。会津盆地西縁部や北部、東部にも分布している。特に西縁

部の宮川流域には集中して遺跡が認められる（№1～15）。会津盆地東縁（№32・

33）、阿賀川中流域（№17）や支流の一ノ戸川流域（№16）にも分布している。磐

梯山南麓（№19～25）、阿賀川上流域の段丘上（№27・26・30）などに見られる。 

 （２）大木 6 式土器新段階の遺跡分布（図 3 下段） 

 大木 6 式土器の新段階が出土した遺跡分布数は、会津地域全体で大きく減少し 12

遺跡のみである。会津盆地西縁南部は、火砕流到達想定範囲または近接地域であり

遺跡は継続していないことから、噴火の影響は縄文人にとって甚大であったと推測
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図３ 沼沢火山噴出物と大木６式土器出土遺跡分布図 

（カシミール 3D をベースに加筆） 
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図４ 縄文時代中期初頭土器出土遺跡分布図と中期初頭土器 

（カシミール 3D をベースに加筆、各報告書より抜粋一部改変） 
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できる。また、会津盆地北部や磐梯山麓、南会津地区を含めた降灰のみの地域にお

いても遺跡数が減少している。 

 （３）縄文時代中期初頭の会津地域（図 4） 

 では、沼沢火山噴火後いつから会津盆地西縁では、人類の痕跡が認められるので

あろうか。図 4 のように、中期初頭の土器型式である大木 7a 式土器以降の時期には、

遺跡数が増加する。大木 6 式土器新段階には 13 遺跡であったが、大木 7a 式期には

28 遺跡へと増加した。上道上 B 遺跡の北 100ｍに位置する三十刈遺跡（№3）では、

関東系の土器が火砕流堆積物の上層から出土している。また、油田遺跡（№2）では、

縄文時代中期初頭から前葉にかけての 27 軒の竪穴住居跡が検出されている。火砕流

到達想定範囲の一部では大木 7a 式期以後には、縄文人が居住できる周辺環境にまで

火砕流のダメージから回復したことを示している。火砕流到達範囲の会津盆地西縁

部の宮川流域にでも遺跡（№1～4・6・18・20）が認められるようになる。豊かな

森に依存する縄文人の生活が営める環境にまで回復したことを意味するのであろ

う。磐梯山麓では、法正尻遺跡の他にも遺跡の増加が認められる（№24・26～28）。

阿賀川上流域（№20・23）にもみられる。大木 6 式土器期には遺跡が認められなか

った只見川中・下流域にも、新たに銭森遺跡（№7）や石生前遺跡（№12）が出現

し、縄文人の活動が見られるようになる。只見川支流の伊南川流域（№22）さらに

は舘岩川と湯ノ岐川の合流部（№23）にも遺跡が出現している。 

 

４ 堰止湖による縄文時代の影響 

この噴火では、沼沢火山噴出物を含む土石流などにより只見川及び阿賀川流域で

幾度か堰止湖が形成された。堰止湖は、狭窄部で閉塞することで形成され、決壊と

越流による洪水や二次堆積作用が起こった（Kataoka et al. 2008）。さらに堆積、

侵食、再堆積を繰り返し現在の段丘面を形成した。このような沼沢火山噴火が原因

となる堰止湖による堆積と流下の影響は只見川・阿賀川・阿賀野川流域に及び、河

岸段丘を埋没させ遠く新潟平野まで到達している。福島県のみならず新潟県の流域

の縄文遺跡にも、多大な被害をもたらした。しかし、堰止湖による洪水が収束する

と、沼沢火山噴出物を含む土砂の堆積作用により広大な平坦面が残された。その形

成された平坦面を縄文人が利用し遺跡を営んだ。只見川中・下流域では、標高 330

ｍの西方居平段丘に立地する三島町銭森遺跡（№７）、柳津町で最も広い平坦地で

ある標高 280ｍの郷戸段丘上の石生前遺跡（№12）、慶徳町や山都町付近に形成さ

れた標高 190ｍほどの広大な段丘面の南に位置する喜多方市高郷町博毛遺跡（№13）

などで縄文人の痕跡が認められるようになる。阿賀川流域においても西会津町の野

沢盆地が形成され、段丘平坦面が遺跡として利用されている。芝草・小屋田遺跡

（№8）、上小島遺跡（A №9、B №10）が立地する。これらの遺跡では、平坦な広

い地形を利用することで、大規模な集落を営む契機となった。新潟県阿賀町を流れ

る阿賀野川やその支流の常浪川流域においても、津川盆地内に沼沢火山噴出物由来

の段丘が形成されている。大木 6 式土器が出土する現明嶽遺跡・猿額遺跡・大坂道

上遺跡などが認められる。 
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５ まとめ 

沼沢火山噴火という事象をもとに火山噴出物という鍵層と土器型式の変化から、遺

跡の増減・分布から見た縄文人への影響について考えた。約 5,500 年前に起こった沼

沢火山噴火そしてその噴出物は、周辺地域を含め縄文遺跡を飲み込みこんだ。発生し

た火砕流・降灰や新潟県にまで及ぶ火山噴出物の二次堆積層の形成により、周辺地域

の地形と環境を一変させたはずである。豊かな森であったはずの同地域は、植生や河

川水質への直接的な打撃はもちろん、魚介類や動物などの生態系への影響は大きかっ

たに違いない。縄文時代は自然環境に適応した生活を営んでおり、縄文社会に与えた

打撃は大きかったのだろう。基本的に狩猟採集を生業とする縄文人にとっての食料資

源採集領域や生活環境範囲について、変更や収縮を余儀なくさせたことは想像に難く

ない。以後、火砕流が到達したと推定される地域では長期間にわたって人間の痕跡は

認められていない遺跡も多い。噴火災害からの環境回復も、被害の多寡や地形によっ

て、数十年を要した地域もあったであろう。数年後、豊かな森が戻り人類活動が再開

された。比較的早く復興を遂げた遺跡では、関東や北陸地方の特徴をもった土器が見

つかることから、新たな集団の進出とも考えられる。堰止湖が成因となった広く平坦

な台地上には、縄文時代中期中葉以降に大規模集落へ発展していく遺跡が営まれてい

く。縄文人は自然環境に柔軟に順応しながら、暮らしていったのであろう。 
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沼沢火山大噴火発生当時の東北地方南部の古環境 

 

苅谷 愛彦     

（専修大学文学部環境地理学科） 

 

１ 只見川・沼沢と周辺の山々――自然のあらまし 

 福島県南西部を貫いて流れる只見川は、尾瀬ヶ原に隣りあう尾瀬沼（標高 1,665m）

や至仏山（2,228 m）の一帯を源流地帯とする流路長約 145 km、流域面積約 2,800 

km2 の山間河川である（国土交通省北陸地方整備局，2022；図 1）。最大の支流は

伊南川で、只見川合流点より上流側の流路長が、只見川のそれより長いことで知ら

れる。 

 只見川をめぐる山々として、右岸には燧ヶ岳（2,356 m）や駒ヶ岳（会津駒；2,133 

m）、丸山岳（1,820 m）のほか、伊南川流域まで含めると帝釈山（2,060 m）や七

ヶ岳（1,636 m）、博士山（1,482 m）などが控える。また左岸には至仏山の北に連

なる平ヶ岳（2,141 m）を筆頭に、駒ヶ岳（越後駒；2,003 m）、浅草岳（1,585 m）、

御神楽岳（1,386 m）などが新潟県との県境尾根に連なる。これらの山々は、日本海

を越えてきたシベリアか

らの冬季北西季節風に対

する高い障壁となる。対馬

暖流から水蒸気をたっぷ

り吸い上げた季節風が山

々にぶつかって上昇し、地

形性降水として大量の雪

を降らせる。三島町は日本

屈指の多雪地域の一つで

あり、隣接する金山町や只

見町などとともに特別豪

雪地帯に指定されている。

同じ福島県内であっても、

太平洋気候区に属する中

通り・浜通りにくらべて冬

の降水量は圧倒的に多い

（図 2）。 

 このため、只見川の流域

では多雪山地特有の地形

であるアバランチ・シュ

ート（雪崩すべり台）や筋

図 1 只見川とその周辺地域 

（地理院地図の陰影起伏図に加筆） 



 

53 

 

状地形が随所に発達す

る。両地形とも雪崩や雪

どけ水の侵食作用で作ら

れるとされるが、不明な

点も多い。図 3 は、三島

町美坂高原牧場西方の山

地に発達する筋状地形で

ある。アバランチ・シュー

トや筋状地形は金山町や

只見町などに発達する

が、三島町でも標高 600～

850 m 程度の低標高斜面

に認められ、この地域が

いかに多雪かが理解でき

る。この他、多量の雪がも

たらす豊富な地下水のた

め、火山岩や堆積岩が広

がる浅草岳や伝上山（999 

m）、矢の原高原などでは

地すべりの形成も活発で

ある。 

 現在、会津地方の山々

では山頂付近までオオシ

ラビソやミヤマハンノキ

などの亜高山帯植生、ま

たはブナなどの山地帯植

生が広がっている。一方、

駒ヶ岳（会津）や平ヶ岳の

ように、森林ではなく草

原や湿原が卓越する山々

もある。これらの森林を

欠く山々の風景は森林限

界よりも高所を占める

高山帯のように見える

が、これは多雪や強風、

低温という厳しい環境

によって生じた「偽高山帯」であり、本来は森林が成立してよい高度＝亜高山帯と

考えられる。偽高山帯の成立には謎も多く、諸説あるが研究者間のコンセンサスは

得られていない。また亜高山帯の低位側にはブナやミズナラを主とする山地帯が存

在し、水の豊かな森を育んでいる。三島町を主生産地としてキリの栽培も見られる。 

図 2 只見と白河の雨温図 

（Time-j.net で作成した画像に加筆） 

図 3 三島町美坂高原牧場西の筋状地形 

（地理院地図の垂直空中写真画像に加筆） 
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 駒ヶ岳（会津）や平ヶ

岳など標高の高い山で

は、地球全体の年平均気

温が 6～7℃も低下して

いた更新世後期＝最終

氷期（120,000～12,000

年前）に森林限界が現在

より 1,000 m 以上低い場

所にあり、代わりに山頂

一帯は森林を欠いて植

生にも乏しい高山帯（高

山ツンドラ）の風景が広

がっていた。高山帯では

春・秋を中心に地表の凍

結融解作用が活発化す

るため、斜面全体が緩く

て平滑な形に変化する。

上述の山々がゆったりとした山容をもつのは、そうした環境の変化が一因である（図

4）。その後、約 12,000 年前に温暖化が起こり最終氷期の終焉が訪れると、気候は

現在と同じ状態に移り変わった。同時に森林限界も上昇し、それまで高山帯だった

斜面は亜高山帯・山地帯の森に覆われた（ただし上述のように、一部の山は偽高山

帯の景観となった）。なお、最終氷期に只見川源流の山々が氷河に覆われていた可

能性は十分にあるが、確かな証拠は見つかっていない。 

 

２ 化石が語る古環境 

 地質時代区分では、更新世後期に続く期間、すなわち約 12,000 年前から現在まで

を完新世と呼ぶ（日本地質学会，2022）。完新世半ばの今から 5,500 年前（5,400cal 

BP、縄文時代前期末から中期初頭頃）に沼沢で大規模噴火が起きたとき、只見川の

河谷やまわりの山々はどのような環境におかれていたのだろうか？ このことを論

じる前に、過去の環境を探るためのツールを紹介しておこう。 

 過去の環境を古環境といい、代表的な要素に気温や降水量がある。古環境は動植

物の化石をはじめ、特定の環境下で作られる特徴的な地形（氷河地形や永久凍土地

形など）などから推定する。化石といえばアンモナイトやティラノサウルスを思い

浮かべる方も多いであろう。しかし、それらの生物は完新世には絶滅しており、特

定の古環境を示す化石としても一般には扱われない。一方、それらの化石にくらべ

普遍的で多用される化石の 1 つに花粉化石がある（図 5）。受粉のために飛散した

大量かつ微小な花粉は、土壌や様々な堆積物に取り込まれて長期の保存に耐える。

花粉の形と大きさは植物の科・属ごとに異なるため、土壌などから花粉化石を抽出

し、種類ごとの量・比がわかれば過去の植生を推定できる。これを花粉分析という。 

図 4 緩やかな化石周氷河性平滑斜面が広がる会津駒

ケ岳（尾瀬檜枝岐温泉観光協会のサイトから引用） 
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 花粉の他にも、ササ属のよ

うなイネ科植物の細胞が残す

植物珪酸体（プラント・オパ

ール）も土壌に長期保存され

る微化石である（図 6）。また

植物の葉や枝、球果などの大

型植物遺体は、花粉よりさら

に詳しい植物の同定に役だ

つ。さらに、このフォーラムで

紹介される焼損樹木化石（埋もれ木）の年輪酸素同位体比は、気温や降水量の変動

を 1 年単位という高精度で復元することを可能にしている。東北地方の山々に多い

湿原や湖沼では、流入河川が運んだ土砂、大陸起源の黄砂（ダスト）、各地の火山に

由来する火山灰、プランクトンの遺骸などとともに花粉化石や植物珪酸体も堆積し

ており、それらを組み合わせた古環境復元が試みられている。なお、花粉化石など

に加え、海底堆積物中のプランクトン（有孔虫）の殻や鍾乳石などを作る炭酸カル

シウム（CaCO3）の酸素同位体比、南極などの氷床を作る氷や氷中の気泡の成分分

析なども有力な古環境復元のツールである。 

 

３ 完新世・沼沢噴火当時の古環境 

 まず 5,500 年前ころの地球全体の古環境を見てみよう。図 7 は世界各地の様々な

化石やプロクシー（気温など環境要素そのものを示すわけではないが、環境要素を

間接的に探るための代理的な指標）に基づき復元された、過去 12,000 年間の地球全

図 5 山岳地域の代表的な樹木花粉（信州大学先

鋭領域融合研究群のサイトから引用） 

図 6 ササ属の植物珪酸体 

（Kariya et al., 2004） 
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体の年平均気温の変

化を表している。こ

こでは熱帯大西洋の

海底堆積物から得た

プランクトンの殻の

酸素同位体比、南極

氷床やグリーンラン

ド氷床の氷の化学分

析値、ヨーロッパの

花粉分析結果などが

援用されている。完

新世全期間の平均値

を横軸の 0℃で示

し、それより高いか

低いかの偏差を太線

で描いている。 

 噴 火 が 起 き た

5,500 年前は、地球

全体で現在よりわ

ずかに気温が高かった。その原因は地球の自転・公転運動に基づく太陽エネルギー

入射量の変動（ミランコビッチ・サイクル）などが影響したと考えられている。温

暖な気候のため陸域の氷河・氷床は融解し、海水準は現在よりも数 m 高かった。こ

のため越後平野などの臨海平野では海岸が内陸まで進入し（日本では縄文海進と呼

ぶ）、関東平野中部の栃木県・埼玉県などにも多くの貝塚が作られた。また温暖な

気候は人間による採集や栽培にも好条件となった。国の特別史跡・重要文化財で世

界文化遺産にも登録されている青森県三内丸山遺跡では約 5,900 年前に集落が成立

し、人々はクリなどを管理的に育てていたとされる。森の幸・海の幸もたくさん手

に入ったに違いない。この温暖な時代は気候最適期（クライマティック・オプティ

マム）やヒプシサーマルと呼ばれている。 

 それでは、三島町を含む只見川流域は当時どのような様子だっただろうか。何よ

り今回発掘された火砕流の焼損木が示すように、沼沢の周辺にブナやケヤキ、カツ

ラ、トチノキなどの落葉広葉樹が分布していたのは確実で、現在と同様の山地帯植

生景観が広がっていたとみられる。ただし、気候最適期は早いところでは約 5,000～

4,500 年前に終わり、その後、気温は低下して現在に至った。気候変化のタイミング

は地球上の様々な場所で、多少のタイム・ラグを挟んだようである。また 4,200 年

前頃には短期ながら明瞭な気温の低下があったことがグリーンランドなど世界各地

で検出されている（4,200 年前事変）。例えば、青森県陸奥湾の夏の海面水温は 5,500

年前ころに約 23℃、5,000 年前ころに約 24℃あったが、3,600 年前ころには 22℃程

度まで低下した（川幡，2022）。２℃の気温差は高さ方向に 300 m（気温は高さ方

向に 100 m 移動すると 0.6℃降下または上昇する）ほどの植生帯の移動に相当する。

図 7 完新世の気温変動と気候最適期 

（Wikipedia の画像に加筆） 
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成立から 1,000 年以上繁栄した三内丸山ム

ラも冷涼化で衰退し、やがて 4,200 年前こ

ろ消滅（離散）してしまった。沼沢大規模

噴火の発生期は完新世前半の温暖気候のピ

ークにあたるが、やがて地球全体に及ぶ冷

涼化の時代に向かったと考えられる。 

 このことを示す別の証拠は東北地方南部

の各地で見つかっている。たとえば、尾瀬

ヶ原に集積した泥炭層を対象とする花粉分

析（Sakaguchi et al., 1982）では、約 2,500

年前ころブナやミズナラが卓越する状態か

らハイマツや亜高山帯針葉樹が混じる状態

に転じたことがわかっており、冷涼化に対

応した植生変化を示すと解釈されている。

植生転換の年代は、上述の冷涼化のタイミ

ングより遅れるが、これは気候変化に対す

る植生の応答時間や年代測定値の影響とみ

られる。特に、最終氷期が終わって完新世

の温暖期に入ると、それまで東北地方の山

々に広がっていた亜高山帯針葉樹（トウヒ

属やツガ属など）が衰え、代わって山地帯

に多いブナ属やコナラ亜属が拡大した（守田，1998）。これは温暖化による植生帯

の上昇があったことを示唆する。しかし 4,200 年前ころの冷涼化で、一時衰退した

亜高山帯針葉樹が再び息を吹き返した可能性がある。 

 また筆者が東北地方南部（山形県月山など）や越後－三国山地（群馬県平標山な

ど）の山稜で行った地形学・土壌学の研究によると、冬に雪が吹きだまるような稜

線直下の斜面では 5,000 年前ころまで現在より雪どけが早く、夏を待たず雪が消え

た場合もあったが、その後の冷涼化で雪どけが遅れ始め、高山性の草原やササ地だ

った場所が裸地・半裸地化したことが判明している（山中，1983；Kariya et al., 2004

；Kariya, 2005 など）。図 8 は平標山（1,984 m）における過去 7,920 年間のイネ

科植物由来の植物珪酸体の生産量変化を示す。平標山山頂一帯では完新世前半の数

千年間はササ属（おそらくチシマザサ）が密生していたが、完新世中期にいっせい

に衰退した。これも冷涼化による植生の交代を示すと考えられる。以上の環境変化

が始まるタイミングは、おおむね共通して 5,000～4,500 年前である。雪どけの遅れ

やそれに伴う雪どけ水の供給量の増加といった同様の環境変化は、中部山岳地帯で

も確認されている。 

 

 

 

図 8 平標山における過去 7,920年

間の植物珪酸体の生産量変化 

（Kariya et al., 2004 に加筆） 
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４ まとめ 

 沼沢の大規模噴火が発生した時期（5,500 年前）は完新世早期の温暖な時代にあた

り、現在と同様の山地帯植生が三島町やその周辺の只見川の河谷に沿って成立して

いた。遠く望める奥会津や越後の山々は山頂まで森に覆われ、現在より若干暖かい

気候のために雪どけは早かった。人々は消える雪を追って早くから森に入り、山菜

採りや狩猟に追われていたのであろう。 

 暮らしに好適であったその時代に、突如として沼沢の噴火が起こった。沼沢周辺

の森は火砕流でなぎ倒され、焼き尽くされた。それは人々の暮らしや自然環境にど

の程度の影響を及ぼしたであろうか。今後の詳しい検討が待たれる。 

 その後、噴火から 1,000 年ほどの間に、焼け焦げた森は回復したと考えられる。

しかし同時に気候は地球規模の冷涼化へと向かい、雪どけが遅れ、山々の風景も変

わった。各地の縄文集落には消滅や離散を経験したものもあった。このタイミング

での文明の衰退は中国・長江沿岸など世界各地でも知られている。三島町で次には

っきりと縄文文化が栄えるのは、約 2,400 年前の荒屋敷遺跡の時代である（三島町，

2022）。 
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長野県千曲市本誓寺遺跡から見つかった 

平安時代の埋もれ木と大洪水 

 

山田 隆二         

（防災科学技術研究所マルチハザードリスク評価研究部門） 

 

１ はじめに 

自然災害に備えるためには、いつ（時期）、どこで（場所）、どんなこと（様式）

が発生するかをあらかじめ知っておくことが重要である。今回、大谷川で発見され

たケヤキのように、災害の痕跡が古い地層や遺跡などで見つかることがあるが、こ

れは、過去の災害から習うと言う点で大きな意味があるといえる。 

災害の痕跡を調査・研究することによって、まずはどのような場所、様式で発生

したのかを知ることができる。発生時期については、災害の痕跡から出土した埋も

れ木の年輪や放射性炭素（14C）の分析など、様々な手法による年代測定が手がかり

となる。自然災害は同じ場所で繰り返し発生することが多いため、調査・研究を積

み重ねて発生時期と発生周期を求めることによって、次の発生予測の精度を高めら

れる。さらに、年代測定の結果と史書・日記などの古文書に記述された洪水や土砂

流出などの記録とを対比できると、災害の時期や様式がよりはっきりとしてくる。

特に、古代人の生活の場であった遺跡の復元は、自然災害による生活被害の実態ま

    
 

図 1 本誓寺遺跡の位置 右は遺跡の分布図（信濃毎日新聞記事から引用）に

2019 年台風 19 号により決壊した箇所（赤×）を重ねたもの. 

じ p 
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で明らかにできるため、今後とも一層推進するべきであろう（たとえば井上，2022）。 

本調査・研究では、2019 年 10 月の台風 19 号により決壊した長野県千曲川沿いで

発見された洪水遺構（本誓寺遺跡；図 1）から出土した埋もれ木を用いて年代測定を

行い、遺構を襲った洪水の発生時期の推定を行った。なお、この調査・研究の結果

は、関連学会で発表されると共に（山田ほか, 2021a）、地域の新聞でも記事として

紹介された（信濃毎日新聞, 2022 年 1 月 31 日）。 

 

２ 本誓寺遺跡発掘調査で得られた試料の年代測定 

2020 年 3 月 16 日から 5 月末にかけて、長野県千曲市教育委員会歴史文化財セン

ターによって千曲市あんず・雨宮統合保育園建設に伴う発掘調査が行われた。この

遺跡は、他の遺跡の調査により推定された洪水砂の到達範囲の端に位置しているが

（図 2 左）、条里制遺構である当時の水田の上に厚く堆積した砂の層が発見された

（層厚約 20-40 cm；図 2 右）。発掘調査の結果、立ち枯れしたヤナギ属の樹根が当

時の河道跡に沿って見つかる一方、柱状に整形されたサワラ材など上流から流され

てきたとみられる流木が洪水砂に埋もれていた（図 3）。 

2020 年 6 月 3 日に行われた現地調査において、発掘調査現場から発見された 8 本

の埋もれ木（サワラ 1 本、ヤナギ属 7 本；図 3）から、年輪年代測定と 14C 年代測

定用の試料が採取された。建造物の柱・梁用途と考えられるサワラの整形材（No. 1）

の小口面には、268 枚の年輪が確認された（図 4 左）。樹皮は残っていないものの

  

図 2 （左）洪水砂の到達範囲想定モデルと（右）本誓寺遺跡における堆積状況 

千曲市教育委員会（2020）を加工. 
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辺材部組織を含むように見られるため、剥離された年輪は数 10 枚を超えないと推測

される。樹芯に近い 67 枚の年輪を用いて、酸素同位体比に基づく年輪年代測定（手

法の詳細については、山田ほか 2021b などを参照）を行った結果、AD492-558 年に

形成された年輪である事がわかった（図 4 右、表 1）。従って、残存する最外年輪は

AD759 年のものであり、伐採年は 8 世紀後半から 9 世紀前半の間であると推定され

る。ヤナギ属の各 2 本の流木（No. 2, 5）と樹根（No. 3, 7）について、枯死年の制

約を得るために樹皮に近い部分を用いて 14C 年代測定を行った。得られた値を暦年

 

図 3 遺構概略図と埋もれ木の出土状況 

数字は採取した試料番号（No.）．千曲市教育委員会（2020）を加工. 
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代として扱うため、IntCal20 と OxCal4.4 を用いて暦年較正（Reimer et al. 2020; 

Bronk Ramsey, 2009）を行った結果、最も確率が高い年代範囲（2σ誤差）は、流

木試料で AD772-888（95.4%）と AD772-896（86.6%）、樹根試料で AD873-989

（85.1％）と AD772-884（86.3%）であった（表 1）。 

当時の千曲川沿いで発生した大洪水として、井上（2022）は、仁和三年（AD887）

の五畿七道地震によって北八ヶ岳の大規模山体崩壊および大月川岩屑なだれが発生

し、千曲川上流部に巨大天然ダム（湛水高 130 m、湛水量 5.8 億 m3）が形成され、

これが翌年の仁和四年（AD888）に決壊して、下流域で大洪水が発生したという仮

説を立てている。今回の年代測定結果は、AD888 に発生した大洪水により（1）千

 

図 4 （左）柱状サワラ材試料（No. 1）の断面と（右）年輪年代測定結果． 

 

 

表 1 年代測定結果のまとめ 
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曲川上流域などで破断・倒伏したヤナギ属の流木が、8 世紀後半以降に伐採・加工さ

れたサワラの建築材とともに本誓寺遺跡の条里制遺構の上に堆積し、また（2）遺構

の河道跡に沿って生育していたヤナギ属が大洪水に襲われて立ち枯れした、と考え

ても矛盾しない。ただし、年代測定結果には不確定な範囲（試料採取や測定、較正

に伴う誤差など）が含まれているため、大洪水やその前に発生した五畿七道地震、

大規模山体崩壊、大月川岩屑なだれの発生年を確定できたとまでは言えないことに

注意する必要がある。別途、山田ほか（2021b）などによって、大月川岩屑なだれの

発生時期に関する検証作業が進められている。 
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埋もれ木が発見された場所（三島町） 

今回、埋もれ木の見つかった場所は、町の中心部から南に 4 ㎞只見川の支流の大谷川から

発見されました。そこは沼沢湖（沼沢火山噴火口）から直線で 6 ㎞離れた大谷集落です。普

段は水量の少ない清流で穏やかな川の中で顔を出していました。 

三島町は、福島県西部・奥会津に位置

し、総面積は 90.83 ㎢で森林面積の割合

は 86％を占め、大部分が森林資源に恵ま

れた小さな町です。令和 4 年 10 月 1 日

現在、世帯数は 700、人口は 1420 人と

なっており県内でも高齢化率の高い町

です。三島町は、只見川沿線に位置し、

日本の桐産地の中でも特に優良な桐材

を生み、「日本一の桐の里」として有名な

町です。現在は、山の自然素材（山ぶど

う・ヒロロ・マタタビ等）を利用し、編

み組細工等のものづくりが盛んになっ

ています。 

● 三島町役場 

★ 発見場所 

  （大 谷） 

 

三島町 
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埋もれ木の掘り起こしに関わった関係者および協力者 

 

 

 

番号 氏　名 工　　種 備考

1 五十嵐　馨 発見者「2021年ケヤキ掘り起し」 五十嵐林業

2 二瓶昌行 発見者「2021年ケヤキ掘り起し」 会津坂下在住

3 五十嵐乃里枝 掘り起し ㈱ｱｲﾊﾟﾜｰﾌｫﾚｽﾄ

4 諏訪時男 掘り起し 浅岐地区

5 佐久間源一郎 掘り起し 佐久間建設工業㈱

6 佐藤岩男 掘り起し 佐久間建設工業㈱

7 武藤弘毅 掘り起し 佐久間建設工業㈱

8 二瓶俊浩 掘り起し 佐久間建設工業㈱

9 清水健司 掘り起し・撮影 佐久間建設工業㈱

10 西　恭平 調査・掘り起し 佐久間建設工業㈱

11 二瓶至隆 調査・掘り起し 佐久間建設工業㈱

12 五十嵐善徳 調査・掘り起し 佐久間建設工業㈱

13 五十嵐政人 2021年区長 大谷地区

14 五十嵐三美 2022年区長 大谷地区

15 五十嵐五郎 土地使用協力 大谷地区

16 二瓶常雄 土地使用協力 大谷地区

17 宮下土木事務所 河川申請許可等 福島県

18 山元孝広 現地調査 国立研究開発法人　産業技術総合研究所

19 木村勝彦 現地調査 福島大学

20 早瀬亮介 現地調査 ㈱加速器分析研究所

21 長谷川尚志 現地調査 ㈱加速器分析研究所

22 齋藤昌孝 現地調査 ㈱加速器分析研究所

23 片岡香子 現地調査 新潟大学

24 苅谷愛彦 現地調査 専修大学

25 山田隆二 現地調査 国立研究開発法人　防災科学技術研究所

26 三浦武司 現地調査 公益財団法人　　福島県文化振興財団

27 門脇秀典 現地調査 福島県文化財センター白河館
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埋もれ木の発見と引き上げ 

 

                                            五十嵐 馨 

 

その日は、湯川村に住む次男が、孫３人を連れて遊びに来ていた。次男は子どものと

きに家の近くを流れる大谷川で水遊びをしたり魚を取ったりしたことが随分と楽しい

思い出だったようで、機会があれば子供たちを川に連れていって遊んでいる。その日は

５月の連休の始まりで、まだ風も涼しかった。川虫で魚釣りでもするかということにな

り、釣竿を持って一番上の孫を連れ、息子と自分の男３人で釣り場を探しに出かけた。 

県道に沿って家から少し歩いたところに畑の脇を通って川に出られる場所がある。そ

のあたりだと小学校 1 年生の孫にもちょうどいい場所だろうとみんなで川に下りてみ

た。昔はこの大谷川ももっと水が深かったのだが、水量は減っており、岩があちこちに

露出していた。身軽な孫は、ぴょんぴょん飛び跳ねながら川の中から露出している岩の

上で遊び始め、息子もそっちに近づいて行って一緒に虫探しをしていた。しばらくして

息子が私の方にふり返り、「お父さん、これ、岩じゃなくて、木なんじゃないか？」と

言うので、私もその岩と見えるものに近づいてみた。表面は灰色で一見岩のように見え

るが、よく見るとあちこちに木目も見える。手で触ってみると岩石の硬さではなく、乾

燥しきった枯木の手触りだ。 

「前からもしかしたらと思って見ていたが、確かに木だな。そうすると、かなり大きな

木だ。こんなものが大谷川に沈んでいたのか。」 

その日はもはや魚釣りそっちのけで、発見した木を、３人であちこち調べてみた。木

肌から判断すると、この

埋もれ木はケヤキのよ

うだ。これを川の中から

引き上げてみるのもお

もしろいかもしれない、

と考えながら家路につ

いた。 
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埋もれ木はどこから来たのか 

それにしても、いつからあの木は川底に沈んでいたのだろう。よく思い返してみると、

子どものときに自分が川で遊んだ時にも水底に木の姿を見つけた時もあった気もする。 

数日後、友人のＹがいつものように顔を出したので、埋もれ木のことを尋ねてみた。

Ｙも子供のころよく釣りや川遊びをしていたので、すぐに反応が返ってきた。「確かに

そんなものがあったかもしれないな。」そういうと、早速 Y は現場を見に行ってきた。

戻ってくると興奮気味に、「あの木はすごいぞ、掘り出してみんべ！」ということにな

り、埋もれ木採掘計画がまとまった。ただ、川まで行く道は細くて畑もあるので、道を

つぶさないように雪が積もったころに機械を入れて引き上げようということになった。

木肌を見るとたぶんケヤキだろうとは見当がついたが、実際の木の状態を調べるため枝

先の一部分を切り出してみた。30ｃｍ×20ｃｍ四方に伐り出した材の木目からも、また

木口の匂いからも、この埋もれ木はケヤキだということが確認できた。 

この木が埋まっている大谷地区は、文政 3 年(1820 年)に大洪水に見まわれて集落の

大部分が水の中に沈んだという歴史がある。Y が熱心に調べたところによると、その大

洪水の 2 年前 1818 年には隣の柳津町の円蔵寺の菊光堂が火災で焼失しており、1830

年に新しく建て替える時に近隣からケヤキの大木が集められた。柳津町周辺はもとより、

現在の三島町、金山町から 56 本の立柱用のケヤキが集められ、この大谷川筋からも 9

本が搬出されたという記録がある。この大ケヤキはその時の柱用に伐り出されたのだろ

うか、それともその前の洪水で流されて川底に沈んだままになっていたものだろうか、

などと勝手に想像は膨らんでいった。特に埋もれ木にロマンを感じたＹの探究心はその

後もすごいものだった。 

ただ、我々の予想は、あとでいい意味で大きく裏切られることになるのだが。 

 

大ケヤキの引き上げ 2021年 2月 9日 

 一同意気込んでいた掘り出し作業だったが、発見した２０１９年の冬は降雪が少な

く、川岸への道が作れないため実行は断念せざるを得なかった。 

そして次の年、十分に雪が残る２０２１年２月９日、とうとう大ケヤキを引き上げる

日が来た。0.45 ㎥のバックホーを手配し、運転はベテランの T さんを頼んである。準

備は万端だが、いかんせん、天候は少々荒れ模様で、雪もちらついてきた。バックホー

を川に入れて、バケットで木を引き上げてみたが、動く気配がない。大きいだけでなく
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どこか引っ掛かりがあるのだろうと、周囲を掘ってからもう一度引き上げてみたが、少

し浮き上がっただけでやはり動かない。しばらくあちこちを引き上げようとやってみた

が、どうも無理のようなので、そのまま引き上げるのはあきらめて川の中で切断するこ

とにした。約１５ｍの幹部分を、枝先の方からチェンソーを入れて 5ｍ、2.6ｍ、3.3ｍ、

3.9ｍと４つに切り分けた。作業自体は難しいわけではないが、川の水が流れているう

えに川床も掘りおこしてしまって足場も悪い。切っているうちに、足が滑って何度か川

の中にはまってしまった。 「かびだれくった！」 さすがにまだ２月の水は冷たかっ

た。 

バケットを引っ掛けて幹を持ち上げながら切っていると、ちょうど幹の真ん中あたり

に枝分かれした部分があって、それが土中に埋まっていたためになかなか動かなかった

ということが分かった。分割された木は、ワイヤーをかけて、岸に近い根本の方から 1

本ずつバックホーで引っ張って川岸の平らなところに上げた。土に埋まっていた根元部

分は少し腐りが入っていたようだ。みぞれが降る中、4 つに分かれた大ケヤキが、とう

とう川の中から姿を現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 



71 

 

 

大ケヤキ搬出 2021年 2月 10日 

一夜明けると、昨日とはうって変わった快晴で、日光が雪に反射してまぶしいくらい

の朝だった。昨日川から引き揚げたケヤキは、トラックに乗せて運ぶには直径が大きす

ぎて載せられない。そこでチェンソーで半分に割ることにした。大きい方で、直径が約

1.5ｍほどなので、 ５０ｃｍのものに加え、６３ｃｍ、７５ｃｍ、１０５ｃｍ刃のチェ

ンソーを使って切り始めた。切り進めると、木の割れたところに砂利が詰まっているの

か、刃が切れなくなってしまった。そのたびに刃研ぎをしながら切り進めた。砂利とい

うよりは、何かが融けて固まったような黒い粒状のものがぎっしり詰まっており、表面

にも部分的に付着している。これも後で調べてみようと持って帰ることにした。のちに、

これは火砕流の固まった物であるということが分かった。 
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運搬は、佐久間建設工業の協力で、ユニック車で 3 回に分けて運んだ。工場の土場で

ケヤキをおろすときには、0.25 ㎥のバックホー、ユニック、フォークリフト 3 台で降

ろさなければならなかったようだ。 

 

当初、この大ケヤキは 200 年前の大谷村の洪水に関係しているものだろうとみんな

が思っていた。しかし、炭素年代測定の結果、これが何と 5500 年も前のもので、沼沢

火山噴火と関連があると聞いて驚いた。だが、川から引き揚げた時に木肌が黒かったこ

とや、チェンソーで割ったときに刃にあたって切れにくかった原因が、木の割れ目に入

り込んでいた火砕流の固形物だったということを考えると、まさにつじつまが合う。 

孫と見つけたあの埋もれ木に、これほどの歴史が刻み込まれていたのかと思うとなん

だか不思議な気持ちになる。これからその歴史の姿が明らかになっていくのが楽しみだ。 

 

今回、引き上げに協力していただいた福島県、IORI 倶楽部、佐久間建設工業、大谷

地区、三島町、関わって頂いた皆様に感謝申し上げます。今後益々調査が進み福島県、

新潟県に影響を与えた沼沢火山大噴火と縄文時代の解明に少しでも繋がればと思いま

す。 

最後にこの資料が未来ある子供たちに役立つことを願っております。今回は大変あり

がとうございました。 

 



姿を現した大ケヤキ（大谷川）

大谷川

大谷川

展示木
 ５ｍ

１４．８ｍ
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2022 年 2 月の埋もれ木の引上げ状況 

佐久間建設工業（株）森林事業部 

 

2021 年 6 月、引き上げられたケヤキの前後を調査しましたところ、新たに沼

沢火山大爆発に由来すると思われる埋もれ木が 11 本見つかりました。3 本が研

究者により「ブナ、トチ、カツラ」であることが判明致しました。この 3 本は、

一部河床の上部より顔を出して空気に触れている状態であり、このままでは朽

ちてしまう可能性がある為、福島県のご協力を受け、2022 年 2 月引き上げ調査

分析致しました。その一連の写真を取りまとめました。 

尚、調査整理する為、埋もれ木の番号を W1～W11 とし、W1 カツラ、W6 ブ

ナ、W7 トチと致しました。 

 

    W 1カツラ       W 6ブナ、W 7トチ         W 6ブナに付いた火砕流 

 

2022年 2月の雪の状況        除雪          W6ブナ､W7トチ  

  W6現地調査状況        W6の引き上げ        W6現地調査 
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W1カツラの引き上げ状況 

 

 

 

県道沿いから積み込み運搬状況 

 

 

工場にて 

W6ブナ       火砕流付着状況       軽石の付着状況 
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沼
沢
火
山
噴
火
以
前

約
55
00
年
頃

谷
を
越
え
、
会
津
盆
地
西
側
ま
で
迫
る

沼
沢
火
山
爆
発
時

現
　
在

巨
大
埋
没
木
（
ケ
ヤ
キ
）

巨
大
埋
没
木
（
ブ
ナ
）

沼
沢
湖

発
見
現
場
　
　（
20
20
-0
5　
撮
影
）

火
砕

流
流

出
・
堆

積
時

Ｖ
Ｅ
Ｉ5

相
当

　
噴

出
量

1
～

1
0
ｋ
ｍ
3
　
噴

煙
高

度
>
2
5
ｋ
ｍ

熱
に
よ
っ
て
炭
化
し
た
埋
も
れ
木

噴
火
に
よ
り
、
火
山
の
影
響

範
囲
内
の
生
態
系
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
る
。

（
森
・
生
物
の
消
滅
　
）

只
見
川
流
域
で
は
・
・
・

火
砕
流
の
通
過
に
よ
り
な
ぎ
倒
さ
れ
た
倒
木
群

雨

沼
沢
噴
火
口

⇒

沼
沢
噴
火
口

⇒

沼
沢
火
山
に
よ
る
倒
木
の
発
生
と
埋
も
れ
木
に
至
る
過
程
の
推
定

沼
沢
噴
火
口

⇒

沼
沢
噴
火
口

⇒

沼
沢
噴
火
口

沼
沢
噴
火
口

発
見
現
場

⇒

①
　
多
様
な
樹
種
の
大
径
木

が
生
き
て
い
る
森
が
広
が
っ

て
い
た
。
埋
没
現
場
で
は
、

ケ
ヤ
キ
・
カ
ツ
ラ
・
ナ
ラ
・

ト
チ
の
埋
没
木
が
見
つ
か
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
現
在
の
植

生
と
近
い
環
境
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

③
　
噴
出
物
と
火
砕
流
が

谷
を
埋
め
尽
く
す
。
厚
い

火
砕
流
の
下
敷
き
に
な
っ

た
樹
木
は
熱
の
影
響
で
炭

化
し
て
形
が
残
ら
な
か
っ

た
。

　
尾
根
部
の
倒
木
に
つ
い

て
は
、
覆
わ
れ
た
火
砕
流

の
厚
み
が
薄
か
っ
た
た

め
，
全
て
の
倒
木
を
焼
き

切
る
前
に
、
火
砕
流
が
冷

え
一
部
の
倒
木
が
残
っ

た
。

　
そ
の
後
被
災
し
た
倒
木

群
が
、
後
の
土
石
流
で
谷

底
に
移
動
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

④
　
火
砕
流
の
下
敷
き

に
な
る
こ
と
を
免
れ
た

樹
木
及
び
樹
木
周
囲
の

土
砂
が
、
激
し
い
豪
雨

に
よ
っ
て
、
斜
面
か
ら

崩
落
し
、
谷
側
（
大
谷

川
川
筋
付
近
）
に
滑
り

落
ち
る
。

　
そ
の
過
程
で
樹
木
は

土
砂
に
埋
も
れ
、
埋
も

れ
木
と
な
る
。

（
同
じ
よ
う
な
高
速
の
火
砕
流
に
よ
る
爆
風
災
害

は
19
80
年
に
北
米
の
St
. H
el
en
s火
山
で
も
起

き
て
い
る
。）

沼
沢
火
山
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
堰
止

湖
の
決
壊
に
よ
る
段
丘
及
び
平
坦
面

の
形
成
と
氾
濫
地
域
の
環
境
回
復

⑤
　
川
に
よ
る
浸
食
に
よ
っ

て
、
火
山
堆
積
物
が
下
流
へ

流
れ
出
す
。

　 河
床
は
え
ぐ
れ
断
面
は
徐
々

に
欠
損
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

斜
面
に
残
っ
て
い
た
土
砂

（
沼
沢
火
山
由
来
の
爆
風
に

よ
る
倒
木
と
共
に
）
が
谷
に

滑
り
落
ち
て
い
く
。

⑧
　
20
21
年
2
月
に
重
機
に
よ
り
埋
も
れ
木
の
引
き

揚
げ
を
行
っ
た
。
埋
没
し
て
い
た
表
皮
の
一
部
は
腐

朽
が
進
ん
で
い
た
が
、お
お
む
ね
樹
木
の
組
織
は
し
っ

か
り
し
て
い
た
。
表
皮
の
側
面
は
黒
く
焼
け
焦
げ
、

一
部
に
火
山
生
成
物
と
思
わ
れ
る
結
晶
化
し
た
物
質

が
付
着
し
て
い
た
。
　

　
採
取
し
た
樹
種
の
サ
ン
プ
ル
を
加
速
器
分
析
セ
ン

タ
ー
へ
送
り
、
炭
素
年
代
測
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

測
定
結
果
よ
り
沼
沢
火
山
由
来
の
埋
没
樹
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
判
明
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
の
樹
種

同
定
の
結
果
、
ケ
ヤ
キ
と
判
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
20
21
年
6
月
に
沼
沢
大
噴
火

由
来
の
新
た
な
木
塊
が
大
谷
川
河
床
周
辺

に
計
11
本
確
認
さ
れ
、そ
の
う
ち
の
3
本
、

カ
ツ
ラ（
全
長
8.
5ｍ
）ブ
ナ（
全
長
5.
3ｍ
）

ト
チ
（
全
長
4.
7ｍ
）
を
20
22
年
の
2
月

に
掘
り
上
げ
、関
係
者
で
現
地
確
認
を
行
っ

た
後
、
樹
種
の
同
定
と
年
輪
年
代
学
、
ウ

イ
グ
ル
マ
ッ
チ
ン
グ
法
を
用
い
て
埋
も
れ

木
の
被
災
年
代
を
明
ら
か
に
し
た
。

←
　
埋
没
木
に
は
沼
沢
噴
火
由
来
の
軽
石
や
火

山
灰
が
張
り
付
き
、
爆
風
で
石
が
突
き
刺
さ
っ

て
い
る
状
態
が
確
認
さ
れ
た
。

　
何
ら
か
の
要
因
で
集
積
さ
れ
た
埋

没
樹
木
群
が
河
床
の
掘
り
下
げ
等
の

河
川
工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
る
。

②
　
沼
沢
火
山
の
大
爆
発
に

よ
り
、
大
規
模
な
火
砕
流
が

発
生
し
、
会
津
盆
地
の
西
側

現
在
の
高
田
・
坂
下
地
区
周

辺
ま
で
流
れ
出
す
。

　
火
砕
流
を
構
成
し
た
軽
石

や
火
山
灰
は
樹
木
に
付
着
し
、

上
空
に
舞
っ
た
火
山
性
生
成

物
は
遠
方
ま
で
飛
ば
さ
れ
る
。

　 　
火
砕
流
の
発
生
は
数
時
間

程
度
と
想
定
さ
れ
る
。

⑥
　
長
い
時
間
を
か
け
て
堆

積
物
は
削
ら
れ
、
樹
木
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調査の発端となった大ケヤキとブナの年代測定結果報告 

 

（株）加速器分析研究所 

 

 ここに掲載するのは、大谷川で最初に発見されたケヤキ（W0）と、その後周辺で

発見された埋もれ木のうち、先行して測定されたブナ（W6）の各最外年輪部分の年

代測定結果の報告である。佐久間建設工業の依頼により測定され、W0 は 2021 年 4

月、W6 は 7 月に結果が報告された。W0 の年代測定は報道等により周知され、その

後研究者によって調査が進められる発端となり、W6 の測定結果もその展開に弾み

をつけることになった。その後行われた詳細な年代測定（ウィグルマッチング）に

よって、埋もれ木の年代は大幅に絞り込まれたが（本書早瀬ほか論考参照）、参考

資料としてこれらの測定結果を掲載する。ここには測定結果報告書をほぼそのまま

掲載する（δ13C 補正なしの値は省略）が、年代測定の原理等については上述早瀬ほ

か論考を参照願いたい。 

 

１ 化学処理工程 

1) メス・ピンセットを使い、付着物を取り除く。 

2) 試料 W6 についてはアセトンで処理を行う（AC）。 

3) 酸-アルカリ-酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除

く。その後、超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。AAA 処理における酸

処理では、通常 1mol/ℓ（1M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化

ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、0.001M から 1M まで徐々に濃度を上げなが

ら処理を行う。アルカリ濃度が 1M に達した時には「AAA」、1M 未満の場合は

「AaA」と表 1 に記載する。 

4) 試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。 

5) 真空ラインで二酸化炭素を精製する。 

6) 精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生

成させる。 

7) グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイール

にはめ込み、測定装置に装着する。 

 

２ 測定方法 

 加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、14C の計数、 

13C 濃度（13C/12C）、14C 濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局

（NIST）から提供されたシュウ酸（HOxⅡ）を標準試料とする。この標準試料とバ

ックグラウンド試料の測定も同時に実施する。 
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３ 算出方法 

1) δ13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏

差（‰）で表した値である（表 1）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」

と注記する。 

2) 14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定

して測定され、1950 年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出

には、Libby の半減期（5568 年）を使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C

年代は δ13C によって同位体効果を補正する必要があり、補正した値を表 1 に示し

た。14C 年代と誤差は、下 1 桁を丸めて 10 年単位で表示される。また、14C 年代

の誤差（±1σ）は、試料の 14C 年代がその誤差範囲に入る確率が 68.2％であること

を意味する。 

3) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の

割合である。pMC が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が 100 以

上（14C の量が標準現代炭素と同等以上）の場合 Modern とする。この値も δ13C

によって補正する必要があるため、補正した値を表 1 に示した。 

4) 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C 濃度をもとに描かれた較正曲線と照

らし合わせ、過去の 14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年

較正年代は、14C 年代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、1 標準偏差（1σ＝

68.3％）あるいは 2 標準偏差（2σ＝95.4％）で表示される。グラフの縦軸が 14C 年

代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力される値は、δ13C 補正

を行い、下 1 桁を丸めない 14C 年代値である。なお、較正曲線および較正プログラ

ムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果

が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要があ

る。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal20 較正曲線（Reimer et al. 2020）を

用い、OxCalv4.4 較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）を使用した。暦年較正年

代については、特定の較正曲線、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに

入力する値とともに参考値として表 2 に示した。暦年較正年代は、14C 年代に基づ

いて較正（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」また

は「cal BP」という単位で表される。 

 

引用文献 

Bronk Ramsey, C. (2009) Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 

337-360 

Reimer, P.J. et al. (2020) The IntCal20 Northern Hemisphere radiocarbon age 

calibration curve (0-55 cal kBP), Radiocarbon 62(4), 725-757 

Stuiver, M. and Polach, H.A. (1977) Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 

19(3), 355-363 
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４ 測定結果 

 

表 1 放射性炭素年代測定結果（δ13C補正値） 

測定番号 試料名 
試料 

形態 
処理方法 

δ13C (‰) 

(AMS) 

δ13C 補正あり 

Libby Age 

（yrBP） 
pMC (%) 

IAAA-202101 W0 残存最外部 木片 AAA -28.15 ± 0.26 4,720 ± 30 55.59 ± 0.19 

IAAA-210275 W6 最外部（樹皮直下） 木片 AC+AAA -25.08 ± 0.18 4,630 ± 30 56.17 ± 0.19 

[IAA 登録番号：#A590, A718]  

 

表 2 放射性炭素年代測定結果（暦年較正用 14C年代、較正年代） 

測定番号 試料名 
暦年較正用

(yrBP) 
1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲 

IAAA-202101 
W0 残存最

外部 
4,716 ± 27 

5552calBP - 5538calBP ( 6.6%) 

5478calBP - 5448calBP (20.4%) 

5384calBP - 5328calBP (41.3%) 

5575calBP - 5510calBP (21.3%) 

5483calBP - 5442calBP (23.9%) 

5410calBP - 5325calBP (50.3%) 

IAAA-210275 
W6 最外部

（樹皮直下） 
4,633 ± 27 

5445calBP - 5402calBP (53.7%) 

5327calBP - 5314calBP (14.6%) 

5463calBP - 5374calBP (73.6%) 

5359calBP - 5345calBP ( 2.9%) 

5333calBP - 5307calBP (18.9%) 

[参考値]  

 

  
図 1 暦年較正年代グラフ（参考） 
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沼沢火山噴火前後の遺跡出土放射性炭素年代測定事例

門脇 秀典（福島県文化財センター白河館）

早瀬 亮介（株式会社加速器分析研究所）

三浦 武司（福島県文化振興財団遺跡調査部）

１　はじめに

福島県大沼郡三島町の大谷川で発見された埋もれ木に対して今回行われた詳細な

分析により、沼沢火山の噴火年代が今から5500年前（紀元前3450年）頃に絞り込

まれた。この噴火が当時の人間の活動に与えた影響などについて考える上で、今回

明らかになった噴火年代が考古学の時期区分、土器編年上のどの時期に当たるのか

を明らかにする必要がある。その際、大谷川の埋もれ木の年輪と放射性炭素年代の

関係も手がかりを与えてくれる。ここでは沼沢火山噴火前後に当たる遺跡出土試料

の年代測定事例を検討し、その考古学上の時期や土器型式と年代の関係を整理する。

２　放射性炭素年代と縄文土器型式との対比

（１）データの収集と対象範囲

ここでは大谷川埋もれ木群の年輪から得られた年代を人類活動と関連づけて議論

するため、縄文遺跡から出土した炭化物の放射性炭素年代値との対比を行う。年代

値は、国立歴史民俗博物館が公開している「遺跡発掘調査報告書放射性炭素年代測

定データベース」（2022.03.03更新）や福島県文化財センター白河館が実施した「ま

ほろん収蔵資料の放射性炭素年代測定」（2018年度に総括報告）などから収集した。

データ収集の範囲・対象は、次のとおりである。

①データは、加速器質量分析法（AMS 法）で得られたものだけを採用した。

②対象地域は、沼沢火山がある福島県を中心に、東北・北陸・関東地方とした。

③沼沢火山の噴火年代を放射性炭素年代（Libby Age）で 4660±30yrBP（本書 P31、
表６の測定番号 IAAA-2105877 参照）とした時に、  その前後の 4500～5200yrBP の

年代値のデータを収集した。

④土器型式名（名称は報告書の記述に従う）が判明している土器付着炭化物のデー

タを収集した。加えて、海洋リザーバーや古木効果の影響がなく、限定的な数値年

代が得られるとされる種実の年代データも収集した。

⑤土器付着物以外の炭化物片のデータは、鍵層となる広域火山灰層との関係が明ら

かなものだけを検討した。

⑥海洋リザーバー効果の影響が大きいとされるδ 13C 値が－24.0 を超えるデータは、

基本的には除外した。また貝・魚類、人骨試料に関しても同様の理由で省いている。

以上の結果、収集したデータ総数は201点で、その一覧を表８に掲載した。

（２）放射性炭素年代（Libby Age）と土器型式との関係

沼沢火山の噴火年代を評価していくためには、縄文土器編年と併せて検討するこ

とが重要である。そこで今回、分析の対象とした4500～5200yrBP（Libby Age）の
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年代値を50年単位で区分し、それぞれの区間に含まれる土器型式の点数を度数分

布として示した（表１）。

表１を概観すると、南東北地方では、縄文時代前期の大木３式から大木６式まで

は連続的に推移しているようにみえる。特に大木６式は4651～4900yrBP の区間

の長きにわたり、データが満遍なく分布する。大木６式から７ａ式への移行期は、

データ数が少ないが、4601～4650yrBP の区間にあると推定できる。この縄文時代

前期と中期の境界については、後節で詳しく検討する。一方、中期の大木７ａ式と

大木７ｂ式は、4501～4600yrBP の区間で混在し、境界を判別できない。

北東北の円筒下層式土器から円筒上層式土器についても、連続的に年代値が推移

し、おおむね土器編年と整合的である。詳しくみると、円筒下層ａ式は、途中に空

白区間があるものの4901～5200yrBP の区間の長きにわたる。円筒下層ｂ式は、

4801～4900yrBP の区間にデータが集中する。円筒下層ｄ1式のデータは4601～
4700yrBP の区間、円筒下層ｄ2式のデータは4501～4600yrBP 区間にあり、両者

の境界は明確に区分できる。ただし円筒下層ｄ2式のデータは、円筒上層ａ式のデー

タと混在し、境界を判別できない。

北陸地方では ( 朝日 C～）福浦下層式から蜆ヶ森Ⅰ式のデータが5051～
5200yrBP の区間にあり、蜆ヶ森Ⅱ式以降のデータよりは古い。福浦上層式と朝

日下層式の境界は、4800yrBP 前後と考えられ、前者は4801～4950yrBP、後者は

4601～4800yrBP の区間にデータが集中する。縄文時代中期の新保式と新崎式につ

大
木
3
式

大
木
4
式

大
木
5
式

大
木
6
式

大
木
6
～

7
a
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大
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7
a
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b
式
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下
層
ａ
式

円
筒
下
層
ｂ
式

円
筒
下
層
ｃ
式

円
筒
下
層
ｄ
1
式

円
筒
下
層
ｄ
2
式

円
筒
上
層
ａ
式

円
筒
上
層
ｂ
式
以
降

福
浦
下
層
式

蜆
ヶ

森
Ⅰ
式

蜆
ヶ

森
Ⅱ
式

福
浦
上
層
式

朝
日
下
層
式

新
保
式

新
崎
式

諸
磯
a
式

諸
磯
b
・
浮
島
Ⅱ
式

諸
磯
ｃ
式

十
三
菩
提
式

五
領
ヶ

台
Ⅰ
式

五
領
ヶ

台
Ⅱ
式

阿
玉
台
（

系
）

4501*～4550 4 5 5 3 4 1 2

4551～4600 1 3 5 2 6 2 1 1 5 1

4601～4650 1 3 1 1 3 1 2 1 2 1 1 2

4651～4700 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4701～4750 1 3 2 1 1 1 2

4751～4800 3 1 1 1 4 1 2

4801～4850 2 2 1 1 1 4 1 1 2 1

4851～4900 1 2 2 3 1 2 1

4901～4950 3 1 1 2 1 1 1 1 2

4951～5000 1 4 1 1 1 1

5001～5050 3 1 3 1 1

5051～5100 1 1 1 2 3 3

5101～5150 2 2 2 2 1

5151～5200 2 1 1 2

※4051～4550の階層には4500年のデータを含む 朝日下層式には真脇式・踊場式を含む 福浦下層式には朝日C式を含む

南東北 北東北 北陸 関東

14C年代
（yrBP)

表１　放射性炭素年代別の土器型式度数分布表
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いては、沼沢火山噴火後の4650yrBP 以降の区間にデータがあるが、データが少な

く判然としない。

関東地方では諸磯ｃ式以前はデータが少なく判断が難しいが、縄文時代前期末

の十三菩提式と中期初頭の五領ヶ台Ⅱ式のデータは充実している。十三菩提式は

4601～4800yrBP の区間にあり、先述の朝日下層式とほぼ同じ度数分布をみせる。

また、五領ヶ台Ⅱ式のデータは4551～4600yrBP の区間に集中しており、縄文時

代中期初頭から前葉の年代としては整合的である。一方、この両者の間に位置づけ

られている五領ヶ台Ⅰ式のデータは少なく、判然としない。

以上、放射性炭素年代（Libby Age）と土器型式の相対的な位置関係については、

度数分布により概略をつかむことができる。

（３）ミシマスケールと放射性炭素年代、暦年代との関係

前節で得られた土器型式の相対的な位置関係の精度を高めるため、今回分析され

た三島町大谷川の埋もれ木群のウイグルマッチングの暦年代（以下、ミシマスケー

ルとよぶ）との対比を試みる。

今回の埋もれ木群の分析では、最外年輪（沼沢火山噴火年代）から最も内側で約

350年分の年輪が確認されており、その中をほぼ30～50年間隔で放射性炭素年代

測定が行われている。これらの試料を用いたウイグルマッチングの結果、最外年

輪年代は暦年代で1σ5410～5420calBP（年代幅10年）という高精度の結果が得ら

れている。この暦年代に対する放射性炭素年代（Libby Age）は4660±30yrBP であ

る。沼沢火山噴火年代5410calBP もしくは4660±30yrBP を定点とした時に、そ

れより前の約350年分の暦年代と放射性炭素年代との対比が可能となる。この放射

性炭素年代と年輪数、暦年代（２σ範囲の中央値）の対比表（ミシマスケール）を表

７の左側に示す。なお、一部、放射性炭素年代とウイグルマッチングの暦年代が整

合しない箇所は前後の年代から案分計算で補正している。

また、ミシマスケールで表される前後の期間（4500～4660yrBP 及び5070～
5200yrBP）は、IntCal20較正曲線及び OxCalv4.4.4較正プログラムから導き出さ

れる暦年代（calBP）を用いて較正を行っている。

なお、表７中央付近の列には IntCal20における２σ範囲の年代幅を示してい

る。年代幅が広がる期間は IntCal20較正曲線が平坦に推移するため、十分に年代

を絞り切れない。具体的には２σ年代幅が200年を超える、4510～4590yrBP、
5120yrBP 前後の期間は、各データの年代を絞り込むことが困難である。したがっ

てこの期間は、土器編年での相対的な配列と数値で示される年代とに齟齬（混在や

逆転）が生じる可能性が高い。

（４）暦年代（較正年代）と土器型式との関係

暦年代と土器型式、さらには沼沢火山噴火年代との関係を明らかにするために、

図１～４のマルチプロット図を作成した。

図１は、福島県内の縄文遺跡から出土した土器付着炭化物・種実のデータ30点
のマルチプロット図である。確率分布のパターンを見ると、図１－①～⑨はほぼ

同じであり、この中での新旧関係を判断することはできない。暦年代では中央値

5160calBP に対し260年と幅広い年代範囲で示される。そのため大木７a 式から７
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R_Date �

R_Date �

R_Date ③

R_Date ④

R_Date ⑤

R_Date ⑥

R_Date ⑦

R_Date ⑧

R_Date ⑨

R_Date ⑩

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date a

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date #

R_Date b

R_Date #

R_Date #

50005200540056005800600062006400

Calibrated date (calBP)

①浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ15層<種実> 大木7a式 4500 ± 40
②法正尻遺跡 遺構外出土（図704-1）<土器付着物> 大木7b式 4510 ± 30
③浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ25層<種実> ---- 4515 ± 35
④法正尻遺跡 遺構外出土（図677-1 ）<土器付着物> 大木7a式 4520 ± 30
⑤法正尻遺跡 遺構外出土（図677-4 ）<土器付着物> 大木7b式 4530 ± 30
⑥石畑遺跡(2次) 1区6号住居跡堆積土<土器付着物> 大木7b式 4530 ± 40
⑦法正尻遺跡 遺構外出土（図679-10）<土器付着物> 大木7a式 4530 ± 30
⑧月崎Ａ遺跡(6次) 53図2<土器付着物> 大木7b式 4545 ± 25
⑨浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ11層<種実> ---- 4555 ± 35
⑩中江聖の宮遺跡 包含層出土（図42-2）<土器付着物> 大木7a式 4570 ± 30
⑪上ノ台A遺跡 包含層出土（図233-6）<土器付着物> 大木7b式 4570 ± 30
⑫浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ30層<種実> 大木6～7a式 4570 ± 40
⑬法正尻遺跡 遺構外出土（図694-4）<土器付着物> 大木7ｂ式 4580 ± 30
⑭植松C遺跡 包含層出土LⅢa2（図187-16）<土器付着物> 大木7a～b式 4590 ± 30
⑮浦尻貝塚 64ﾄﾚﾝﾁS3-15<種実> 大木7a式 4590 ± 40
⑯浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ27層<種実> 大木6～7a式 4620 ± 40
⑰中江聖の宮遺跡 包含層出土（図31-3）<土器付着物> 大木7a式 4630 ± 30
⑱法正尻遺跡 遺構外出土（図718-3）<土器付着物> 大木7b式 4640 ± 30
⑲中江聖の宮遺跡 包含層出土（図42-3）<土器付着物> 大木7a式 4640 ± 30
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660 ± 30
⑳植松C遺跡 包含層LⅢa2上面（図106-7）<土器付着物> 大木6式 4740 ± 30
㉑盗人沢遺跡 Ⅵ層<土器付着物> 大木6式 4750 ± 30
㉒中江聖の宮遺跡 包含層出土（図43-7）<土器付着物> 大木7b式 4760 ± 30
㉓植松C遺跡 包含層出土（図106－14）<土器付着物> 大木6式 4790 ± 30
㉔鹿島遺跡 ４号住居跡NP層下（図36-4）<土器付着物> 大木6式 4830 ± 30
㉕鹿島遺跡 遺構外出土（図54-1）<土器付着物> 大木6式 4900 ± 30
㉖胃宮西遺跡 遺構外出土（図76-24）<土器付着物> 大木5式 4910 ± 30
㉗浦尻貝塚 31ﾄﾚﾝﾁS17<種実> 大木5～6式 4950 ± 40

㉘双子遺跡 遺構外出土（図406-5）<土器付着物> 大木4式 5020 ± 30
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】 5060 ± 30
㉙南倉沢遺跡 4号土坑出土（図10-2）<土器付着物> 浮島II式 5090 ± 30
㉚南倉沢遺跡 4号土坑出土（図10-1）<土器付着物> 大木4式 5090 ± 30

5000520054005600

56005800

500052005400

暦年代（calBP)

暦年代（calBP)

14C年代
（yrBP)

図１　福島県内遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代とマルチプロット図
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表２　福島県内遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代一覧 測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 15 層 種実 ( オニグルミ ) 大木 7a 式 4500 40 MTC-05663

➁ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 704-1） 土器付着炭化物 大木 7b 式 4510 30 IAAA-160581

③ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 25 層 種実 ---- 4515 35 MTC-05666

④ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 677-1 ） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4520 30 IAAA-160575

⑤ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 677-4 ） 土器付着炭化物 大木 7b 式 4530 30 IAAA-160576

⑥ 福島県 郡山市 石畑遺跡 (2 次 ) 1 区 6 号住居跡堆積土 土器付着炭化物 大木 7b 式 4530 40 Beta-160113

⑦ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 679-10） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4530 30 IAAA-160578

⑧ 福島県 福島市 月崎 A 遺跡 53 図 2(6 次 ) 土器付着炭化物 大木 7b 式 4545 25 TKA-19403

⑨ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 11 層 種実 ---- 4555 35 MTC-05668

⑩ 福島県 会津美里町 中江聖の宮遺跡 包含層出土（図 42-2） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4570 30 IAAA-160598

⑪ 福島県 飯舘村 上ノ台 A 遺跡 包含層出土（図 233-6） 土器付着炭化物 大木 7b 式 4570 30 IAAA-160601

⑫ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 30 層 種実 ( オニグルミ ) 大木 6～7a 式 4570 40 IAAA-41064

⑬ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 694-4） 土器付着炭化物 大木 7 ｂ式 4580 30 IAAA-160580

⑭ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層出土 L Ⅲ a2（図 187-16） 土器付着炭化物 大木 7a～b 式 4590 30 IAAA-170125

⑮ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 64 ﾄﾚﾝﾁ S3-15 種実 ( コナラ属 ) 大木 7a 式 4590 40 IAAA-41066

⑯ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 27 層 種実 ( オニグルミ ) 大木 6〜7a 式 4620 40 IAAA-41063

⑰ 福島県 会津美里町 中江聖の宮遺跡 包含層出土（図 31-3） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4630 30 IAAA-160597

⑱ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 718-3） 土器付着炭化物 大木 7b 式 4640 30 IAAA-160583

⑲ 福島県 会津美里町 中江聖の宮遺跡 包含層出土（図 42-3） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4640 30 IAAA-160599

⑳ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層 L Ⅲ a2 上面（図 106-7） 土器付着炭化物 大木 6 式 4740 30 IAAA-170126

㉑ 福島県 会津坂下町 盗人沢遺跡 Ⅵ層 土器付着炭化物 大木 6 式 4750 30 IAAA-112903

㉒ 福島県 会津美里町 中江聖の宮遺跡 包含層出土（図 43-7） 土器付着炭化物 大木 7b 式 4760 30 IAAA-160600

㉓ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層出土 L Ⅲ a6（図 106-14） 土器付着炭化物 大木 6 式 4790 30 IAAA-170123

㉔ 福島県 会津美里町 鹿島遺跡 ４号住居跡 NP 層下（図 36-4） 土器付着炭化物 大木 6 式 4830 30 IAAA-160594

㉕ 福島県 会津美里町 鹿島遺跡 遺構外出土（図 54-1） 土器付着炭化物 大木 6 式 4900 30 IAAA-160595

㉖ 福島県 会津美里町 胃宮西遺跡 遺構外出土（図 76-24） 土器付着炭化物 大木 5 式 4910 30 IAAA-160592

㉗ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 31 ﾄﾚﾝﾁ S17 種実 ( コナラ属 ) 大木 5〜6 式 4950 40 IAAA-41060

㉘ 福島県 新地町 双子遺跡 遺構外出土（図 406-5） 土器付着炭化物 大木 4 式 5020 30 IAAA-160591

㉙ 福島県 下郷町 南倉沢遺跡 4 号土坑出土（図 10-2） 土器付着炭化物 浮島 II 式 5090 30 IAAA-180498

㉚ 福島県 下郷町 南倉沢遺跡 4 号土坑出土（図 10-1） 土器付着炭化物 大木 4 式 5090 30 IAAA-11627

ｂ式の新旧関係は、暦年代ではそれを表現できず、境界を示すことができない。同

じことは⑩～⑮にもいえ、暦年代の中央値が5310calBP とより古くなるのに対し、

年代範囲は310年とさらに年代を絞りにくくなっている。

図１－⑯～⑲の確率分布パターンは、大谷川埋もれ木群（Ｗ６）最外年輪のそ

れとほぼ同じであり、沼沢火山噴火年代5410calBP 前後のデータ群と評価でき

る。これらの土器は大木７a 式が主体だが、⑯の浦尻貝塚54トレンチ27層が大木

６式から７a 式の移行期的様相であることを積極的に評価すべきだろう。⑳～㉔

は、大谷川埋もれ木群の約50～130年輪、ミシマスケールの暦年代中央値5460～
5540calBP 前後のデータ群である。これらの土器は大木６式が主体を占める。㉕～

㉗は、大谷川埋もれ木群の約200年輪、ミシマスケールの暦年代中央値5610calBP
前後のデータ群である。これらの土器は大木５式から６式の移行期的様相をみせ
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4800500052005400560058006000620064006600

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

⑨胃宮西遺跡 遺構外出土（図76-24）<土器付着物> 大木5式 4910±30
⑩高瀬山遺跡（１期）<土器付着物> 大木5式 5020±50
⑪双子遺跡 遺構外出土（図406-5）<土器付着物> 大木4式 5020±30
⑫押出遺跡 №８<クッキー状炭化物> 大木4式 5050±45
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】 5060±30
⑬南倉沢遺跡 4号土坑出土（図10-1）<土器付着物> 大木4式 5090±30
⑭押出遺跡<土器付着物> 大木4式 5125±25
⑮中沢遺跡 SX3　包含層 3～4層上～下部<土器付着物> 大木3式 5160±30
⑯中沢遺跡 SX1　4b層　十和田中掫火山灰層中<炭化物> 大木3式 5200±30

大木6式 4760 ± 25
⑦植松C遺跡 包含層出土LⅢa6（図106-14）<土器付着物> 大木6式 4790 ± 30
⑧鹿島遺跡 ４号住居跡NP層下（図36-4）<土器付着物> 大木6式 4830 ± 30

⑥東要害貝塚 SX02包含層3層上面（図版69-1）<土器付着物>

①法正尻遺跡 遺構外出土（図704-1）<土器付着物> 大木7ｂ式 4510 ± 30
②植松C遺跡 包含層出土 LⅢa2（図187-16）<土器付着物> 大木7a～b式 4590 ± 30
③浦尻貝塚 54ﾄﾚﾝﾁ27層<種実> 大木6～7a式 4620 ± 40
④中江聖の宮遺跡 包含層出土（図31-3）<土器付着物> 大木7a式 4630 ± 30
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660 ± 30
⑤盗人沢遺跡 Ⅵ層<土器付着物> 大木6式 4750 ± 30

5000520054005600

5400560058006000

14C年代
（yrBP)

暦年代（calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

表３　南東北地方の遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代一覧 測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 福島県
磐梯町 ・
猪苗代町

法正尻遺跡 遺構外出土（図 704-1） 土器付着炭化物 大木 7 ｂ式 4510 30 IAAA-160581

➁ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層出土 L Ⅲ a2（図 187-16） 土器付着炭化物 大木 7a～b 式 4590 30 IAAA-170125

③ 福島県 南相馬市 浦尻貝塚 54 ﾄﾚﾝﾁ 27 層 種実 ( オニグルミ ) 大木 6〜7a 式 4620 40 IAAA-41063

④ 福島県 会津美里町 中江聖の宮遺跡 包含層出土（図 31-3） 土器付着炭化物 大木 7a 式 4630 30 IAAA-160597

⑤ 福島県 会津坂下町 盗人沢遺跡 Ⅵ層 土器付着炭化物 大木 6 式 4750 30 IAAA-112903

⑥ 宮城県 大崎市 東要害貝塚 SX02 包含層 3 層上面（図版 69-1） 土器付着炭化物 大木 6 式 4760 25 PLD-5791

⑦ 福島県 南相馬市 植松 C 遺跡 包含層出土 L Ⅲ a6（図 106-14） 土器付着炭化物 大木 6 式 4790 30 IAAA-170123

⑧ 福島県 会津美里町 鹿島遺跡 ４号住居跡 NP 層下（図 36-4） 土器付着炭化物 大木 6 式 4830 30 IAAA-160594

⑨ 福島県 会津美里町 胃宮西遺跡 遺構外出土（図 76-24） 土器付着炭化物 大木 5 式 4910 30 IAAA-160592

⑩ 山形県 寒河江市 高瀬山 1 期遺跡 土器胴部上部外面 土器付着炭化物 大木 5 式 5020 50 IAAA-31126

⑪ 福島県 新地町 双子遺跡 遺構外出土（図 406-5） 土器付着炭化物 大木 4 式 5020 30 IAAA-160591

⑫ 山形県 高畠町 押出遺跡 №８ クッキー状炭化物 大木 4 式 5050 45 Tka-14796

⑬ 福島県 下郷町 南倉沢遺跡 4 号土坑出土（図 10-1） 土器付着炭化物 大木 4 式 5090 30 IAAA-11627

⑭ 山形県 高畠町 押出遺跡 深鉢　内面 土器付着炭化物 大木 4 式 5125 25 PLD-25115

⑮ 宮城県 石巻市 中沢遺跡 SX3　包含層 3～4 層上～下部 土器付着炭化物 大木 3 式 5160 30 IAAA-162176

⑯ 宮城県 石巻市 中沢遺跡 SX1 4b 層　十和田中掫火山灰層中 炭化物 大木 3 式 5200 30 IAAA-131600

図２　南東北地方の遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代とマルチプロット図
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る。㉘～㉚は、大谷川埋もれ木群の約350年輪の確率分布パターンとほぼ同じであ

り、ミシマスケールの暦年代中央値5760calBP 前後のデータ群である。これらの

土器は大木４式が主体であり、㉙及び㉚の南倉沢遺跡では同一土坑から大木４式と

浮島Ⅱ式が共伴している。

図２は福島県の代表的なデータに山形・宮城県のデータを加えたマルチプロット

図である。図２－⑥は、図１－⑳～㉔のデータ群の確率分布パターンとほぼ同じで

あり、土器も大木６式で整合的である。図２－⑫・⑭は、図１－㉘～㉚のデータ群（大

木４式主体）と同じであり、土器も大木４式で整合的である。したがって、その間

にある図２－⑩は大木５式のなかでは古めの位置づけとなる。

図２－⑯は十和田中掫テフラ層中の炭化物、⑮は⑯が出土した層とおおむね同じ

時期に当たる大木３式の土器付着物の年代である。⑯の十和田中掫テフラ降下年代

は IntCal20の２σ範囲でも5906～6000calBP と誤差が100年以下であり、年代を絞

り込みやすい。このことは円筒下層ａ式の始まりの年代を考える上でも重要である。

図３は、北東北地方※１のデータ群から選んだ16点のマルチプロット図である。

図３－①～③は確率分布パターンがほぼ同じであり、これらの土器は円筒上層 a・
ｂ式である。これらは年代値上で、図１－①～⑨（大木７a・７ｂ式）と並行関係に

ある。図３－④～⑦は大谷川埋もれ木群（Ｗ６）最外年輪の確率分布パターンとほ

ぼ同じであり、沼沢火山噴火年代5410calBP 前後のデータ群である。これらの土

器は円筒下層ｄ式から円筒上層ａ式、大木６式から大木７a 式など、移行期的な様

相をみせる。

図３－⑧～⑩は確率分布パターンがほぼ同じであり、5460～5540calBP 前後の

データ群である。これらの土器は円筒下層ｂ～ｄ式である。これらは年代値上で、

図１－⑳～㉔（大木６式）と並行関係にある。図③－⑪～⑭は、大谷川埋もれ木群

の約200年輪、5610calBP 前後のデータ群である。これらの土器は円筒下層 a 式か

ら b 式、大木５式から大木６式など、移行期的な様相をみせる。

図３－⑮は、大谷川埋もれ木群の約350年輪の確率分布パターンとほぼ同じであ

り、5760calBP 前後のデータと考えられる。土器は円筒下層 a 式である。図３－

⑯は、十和田中掫テフラ降下年代に近く、円筒下層 a 式の成立期の年代の資料の

可能性が高い。この資料は、年代値上、図２－⑮（大木３式）と並行関係にある。

図４は北陸地方のデータ群から選んだ16点のマルチプロット図である。図４－

①～③の確率分布パターンは大谷川埋もれ木群（Ｗ６）最外年輪のそれとほぼ同じ

であり、沼沢火山噴火年代5410calBP 前後のデータ群である。これらの土器は縄

文時代中期初頭から前葉の新崎式や新保式、前期末葉の大木６式からなる。図４－

④～⑩は、確率分布パターンがほぼ同じデータ群で、大谷川埋もれ木群の約50～
130年輪、5460～5540calBP 前後の年代が与えられる。これらの土器は縄文時代前

期後葉から末葉の踊場式・朝日下層式・福浦上層式からなり、年代値上で、図１－

⑳～㉔（大木６式）と並行関係にある。

図４－⑪～⑬は、大谷川埋もれ木群の約200年輪、5610calBP 前後のデータ群で

ある。これらの土器は福浦上層式・蜆ヶ森Ⅱ式・諸磯ｃ式からなる。図４－⑭・⑮は、

大谷川埋もれ木群の約350年輪の確率分布パターンとほぼ同じであり、5760calBP
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R_Date ③
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R_Date #
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R_Date #

4800500052005400560058006000620064006600

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

⑬三内丸山遺跡 北の谷前期低湿地Ⅲc層,P-2366<土器付着物> 円筒下層b式 4900 ± 90
⑭三内丸山遺跡 第6鉄塔地区Ⅵa層＜ポシェット細片＞ 円筒下層a式 4960 ± 60
⑮畑内遺跡 55号住居跡<土器付着物> 円筒下層a式 5020 ± 50
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】 5060 ± 30
⑯三内丸山遺跡 No6鉄塔,ⅦG-74-4,Ⅵb層<土器付着物> 円筒下層a式 5195 ± 40

14C年代
（yrBP)

14C年代
（yrBP)

5000520054005600

暦年代（calBP)

➀三内丸山遺跡 93三(2),397埋設土器87,Ⅲ<土器付着物> 円筒上層b式 4540 ± 30
➁力持遺跡 BⅡv24住居跡1号（4層)<土器付着物> 大木7b式 4550 ± 40
③力持遺跡 CⅢe2住居跡3号　床面<土器付着物> 円筒上層a式 4560 ± 40
④滝ノ沢遺跡 包含層<土器付着物> 大木7a式 4610 ± 40
⑤二股(2)遺跡 G39区遺物79,Ⅲe層<種実> 円筒下層d式 4620 ± 25
⑥笹ノ沢(3)遺跡 SI31 P-2<土器付着物> 円筒上層a式 4630 ± 35
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660 ± 30
⑦下中居Ⅰ遺跡  9号土坑 3層（40図180）<土器付着物> 大木6式 4670 ± 40
⑧笹ノ沢(3)遺跡 SK284土坑,P-15<土器付着物> 円筒下層d式 4730 ± 40
⑨二股(2)遺跡 39区遺物1113,Ⅲg4層<土器付着物> 円筒下層c式 4805 ± 25
⑩三内丸山遺跡 北の谷前期低湿地,ⅤN-80,Ⅲc層<土器付着物> 円筒下層b式 4845 ± 40
⑪横町遺跡 6層<土器付着物> 大木6式 4880 ± 40
⑫川目A遺跡 中央部捨て場<土器付着物> 大木5式 4890 ± 40

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

図３　北東北地方の遺跡出土の土器付着物・種子の 14C 年代とマルチプロット図

表４　北東北地方の遺跡出土の土器付着物・種子の 14C 年代一覧 測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 青森県 青森市 三内丸山遺跡 93 三 (2),397 埋設土器 87, Ⅲ 土器付着炭化物 円筒上層 b 式 4540 30 IAAA-31586

➁ 岩手県 普代村 力持遺跡 B Ⅱ v24 住居跡 1 号（4 層 ) 土器付着炭化物 大木 7b 式 4550 40 Beta-173516

③ 岩手県 普代村 力持遺跡 C Ⅲ e2 住居跡 3 号　床面 土器付着炭化物 円筒上層 a 式 4560 40 Beta-209315

④ 岩手県 北上市 滝ノ沢遺跡 包含層 , 滝ノ沢Ⅰ 土器付着炭化物 大木 7a 式 4610 40 Beta-168197

⑤ 青森県 青森市 二股 (2) 遺跡 G39 区遺物 79, Ⅲ e 層 炭化種実（クルミ）
円筒下層 d1
式

4620 25 PLD-11579

⑥ 青森県 八戸市 笹ノ沢 (3) 遺跡 SI31 P-2　胴内焦 土器付着炭化物 円筒上層 a 式 4630 35 MTC-03305

⑦ 岩手県 花巻市 下中居Ⅰ遺跡  9 号土坑 3 層（40 図 180） 土器付着炭化物 大木 6 式 4670 40 IAAA-82583

⑧ 青森県 八戸市 笹ノ沢 (3) 遺跡 SK284 土坑 ,P-15 土器付着炭化物
円筒下層 d1
式

4730 40 Beta-180279

⑨ 青森県 青森市 二股 (2) 遺跡 39 区遺物 1113, Ⅲ g4 層 土器付着炭化物 円筒下層 c 式 4805 25 PLD-11572

⑩ 青森県 青森市 三内丸山遺跡
北の谷前期低湿地 , Ⅴ N-80,
Ⅲ c 層

土器付着炭化物 円筒下層 b 式 4845 40 MTC-04299

⑪ 岩手県 北上市 横町遺跡 ６層 土器付着炭化物 大木 6 式 4880 40 Beta-168199

⑫ 岩手県 盛岡市 川目 A 遺跡 中央部捨て場 土器付着炭化物 大木 5 式 4890 40 IAAA-72771

⑬ 青森県 青森市 三内丸山遺跡
北の谷前期低湿地Ⅲ c 層 ,P-
2366

土器付着炭化物 円筒下層 b 式 4900 90 MTC-04712

⑭ 青森県 青森市 三内丸山遺跡
第 6 鉄塔地区Ⅵ a 層
ポシェット細片

単子葉植物茎 円筒下層 a 式 4960 60 Beta-87143

⑮ 青森県 八戸市 畑内遺跡 55 号住居跡 土器付着炭化物 円筒下層 a 式 5020 50 Beta-187223

⑯ 青森県 青森市 三内丸山遺跡 No6 鉄塔 , Ⅶ G-74-4, Ⅵ b 層 土器付着炭化物 円筒下層 a 式 5195 40 MTC-04045
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520054005600580060006200

Calibrated date (calBP)

14C年代
（yrBP)

①道尻手遺跡<土器付着物> 　　　　新崎系　4605±25
②上安原遺跡 包含層<土器付着物> 新保式　4640±40
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】　　4660±30
③上安原遺跡 包含層<土器付着物> 大木6式 4700±40
④おざか清水遺跡（3次）<土器付着物> 踊場式 4745±20
⑤極楽寺遺跡SI1001<土器付着物> 朝日下層式 4770±40
⑥上安原遺跡 包含層<土器付着物> 朝日下層式 4790±40
⑦猿額遺跡 1008号炭化物集中　NP２次堆積直下<炭化物>大木6式　4800±40
⑧小竹貝塚 B地区 323グリッド Ⅲa層<土器付着物>福浦上層式 4810±30
⑨上安原遺跡 包含層<土器付着物> 朝日下層式 4810±30
⑩真脇遺跡 Ⅰ次D区ⅩⅠ層<土器付着物> 福浦上層式 4850±30

⑭小竹貝塚 B地区 113グリッド Ⅲa層<土器付着物>蜆ヶ森Ⅰ式 5060±30
大谷川埋もれ木群（W０）353～355年輪【噴火350年前】　5060±30
⑮立石遺跡<土器付着物> 諸磯b式 5085±25

⑪小竹貝塚 C地区 152グリッド 貝1層<土器付着物>蜆ヶ森Ⅱ式 4900±30

⑫真脇遺跡 Ⅰ次D区ⅩⅠ層<土器付着物> 福浦上層式 4905±30

⑬洗峰遺跡 津南原保育園より<土器付着物>諸磯c式 4955±25

54005600

暦年代（calBP)

5200

⑯小竹貝塚 C地区 364グリッド 貝11～12層<土器付着物>朝日C～福浦下層式   5150±30

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

図４　北陸地方の遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代とマルチプロット図

表５　北陸地方の遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代一覧 測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 新潟県 津南町 道尻手遺跡 土器付着炭化物 新崎系 4605 25 PLD-4461

➁ 石川県 金沢市 上安原遺跡 包含層 土器付着炭化物 新保 1 式 4640 40 Beta-171771

③ 石川県 金沢市 上安原遺跡 包含層 土器付着炭化物 大木 6 式 4700 40 Beta-167431

④ 新潟県 十日町市 おざか清水遺跡 （3 次） 土器付着炭化物
踊場（十三菩
提 4）式

4745 20 YU-3951

⑤ 富山県 上市町 極楽寺遺跡 SI1001 土器付着炭化物 朝日下層式 4770 40 Beta-188193

⑥ 石川県 金沢市 上安原遺跡 包含層 土器付着炭化物 朝日下層式 4790 40 Beta-167758

⑦ 新潟県 阿賀町 猿額遺跡
1008 号炭化物集中　
NP ２次堆積直下

炭化物 大木 6 式 4800 40 IAAA-62336

⑧ 富山県 富山市 小竹貝塚 B 地区 323 グリッド Ⅲ a 層 土器付着炭化物 福浦上層式 4810 30 IAAA-111172

⑨ 石川県 金沢市 上安原遺跡 包含層 土器付着炭化物 朝日下層式 4810 30 Beta-171770

⑩ 石川県 能都町 真脇遺跡 Ⅰ次 D 区ⅩⅠ層 土器付着炭化物 福浦上層式 4850 30 PLD-9698

⑪ 富山県 富山市 小竹貝塚 C 地区 152 グリッド 貝 1 層 土器付着炭化物 蜆ヶ森Ⅱ式 4900 30 IAAA-111170

⑫ 石川県 能都町 真脇遺跡 Ⅰ次 D 区ⅩⅠ層 土器付着炭化物 福浦上層式 4905 30 PLD-9696

⑬ 新潟県 津南町 洗峰遺跡 津南原保育園より 土器付着炭化物 諸磯 c 式 4955 25 YU-3943

⑭ 富山県 富山市 小竹貝塚 B 地区 113 グリッド Ⅲ a 層 土器付着炭化物 蜆ヶ森Ⅰ式 5060 30 IAAA-111169

⑮ 新潟県 津南町 立石遺跡 土器付着炭化物 諸磯 b 式 5085 25 YU-3944

⑯ 富山県 富山市 小竹貝塚 C 地区 364 グリッド 貝 11～12 層 土器付着炭化物
朝日 C～福浦
下層式

5150 30 IAAA-111159
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図５　関東地方の遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代とマルチプロット図

表６　関東地方の遺跡出土の土器付着物・種実の 14C 年代一覧 測定方法はすべて AMS 法

№
都道
府県

市町村 遺跡名 サンプル採取地点等 試料の種類 時代詳細
14 C
年代

14 C
年代
±

測定番号

➀ 群馬県 中之条町 五反田遺跡 ---- 土器付着炭化物 阿玉台Ⅰ b 式 4505 35 MTC-04313

➁ 東京都
多摩市 ･
稲城市

多摩ニュータウン
No.520 遺跡

土器捨場、 8DD- Ⅲ上 ,14Z- Ⅰ層 土器付着炭化物 五領ヶ台Ⅱ式 4510 30 Beta-171632

③ 山梨県 北杜市 桑森遺跡 AN004,4838,C-5-4,1806 土器付着炭化物 五領ケ台Ⅱ式 4590 50 IAAA-30272

④
神奈川

県
横浜市

元町貝塚
( 中区№ 2 遺跡 )

試料番号 :KNYMM17　F3c4 区　
8 層 d

土器付着炭化物 五領ケ台Ⅱ式 4595 25 YU-2885

⑤ 埼玉県 川島町 東野遺跡 SK13 土器付着炭化物 十三菩提式 4595 30 PLD-6890

⑥ 埼玉県 川島町 東野遺跡 SK4
炭化種実
( オニグルミ核 )

十三菩提式 4650 25 PLD-11702

⑦ 神奈川県 秦野市 三廻部東耕地遺跡 5 区 J1 住 P55 土器付着炭化物 五領ヶ台Ⅰ式 4670 25 TKA-17212

⑧ 埼玉県 川島町 東野遺跡 SX1
炭化種実
( ヒシ属果実 )

十三菩提式 4740 30 PLD-8079

⑨ 神奈川県 藤沢市 下ノ根遺跡 6 層 土器付着炭化物 十三菩提式 4750 40 Beta-160327

⑩ 神奈川県 藤沢市 下ノ根遺跡 包含層 土器付着炭化物 十三菩提式 4760 40 Beta-160325

⑪ 神奈川県 横浜市
港北ニュータウン
内新崎町遺跡

新崎町二 -1, ピット 62 土器付着炭化物 十三菩提式 4790 40 Beta-189942

⑫ 神奈川県 秦野市 渋沢奈良郷遺跡 底部内面 土器付着炭化物 諸磯 c 式 4850 25 PLD-19388

⑬ 茨城県 守谷市 永泉寺東遺跡 試料番号 :IBMRE-1　 土器付着炭化物
浮島Ⅲ式〜興
津Ⅰ式

4855 25 YU-2857

⑭ 群馬県 みどり市 向山遺跡 1 号土坑　Ⅲｂ層 炭化材 諸磯 c 式 5010 30 IAAA-91333

⑮ 群馬県 安中市 松原遺跡 G21 P. J66 14P-2 土器付着炭化物 諸磯 b 式 5080 40 Beta-194401

⑯ 山梨県 北杜市 堰口遺跡 試料番号 :YNHS-62 土器付着炭化物 諸磯 a 式 5111 22 TKA-17522

5000520054005600580060006200

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)
14C年代
（yrBP)

500052005400

14C年代
（yrBP)

①五反田遺跡　<土器付着物> 阿玉台Ⅰｂ式 4505±35
②多摩ニュータウンNo.520遺跡　<土器付着物> 五領ヶ台Ⅱ式 4510±30
③桑森遺跡　<土器付着物> 五領ヶ台Ⅱ式 4590±50
④元町貝塚(中区№2遺跡)　<土器付着物> 五領ヶ台Ⅱ式 4595±25
⑤東野遺跡　SK13　<土器付着物> 十三菩提式 4595±30
⑥東野遺跡　SK4　＜種実＞ 十三菩提式 4650±25
大谷川埋もれ木群（W６）１～３年輪【沼沢火山噴火年代】 4660±30

⑦三廻部東耕地遺跡　5区J1住P55　<土器付着物> 五領ヶ台Ⅰ式 4670±25
⑧東野遺跡　SX1　＜種実＞ 十三菩提式 4740±30
⑨下ノ根遺跡　6層　＜土器付着物＞ 十三菩提式 4750±40
⑩下ノ根遺跡　包含層　＜土器付着物＞ 十三菩提式 4760±40
⑪港北ニュータウン内新崎町遺跡　P62　＜土器付着物＞ 十三菩提式 4790±40
⑫渋沢奈良郷遺跡　＜土器付着物＞ 諸磯c式 4850±25
⑬永泉寺東遺跡　＜土器付着物＞ 浮島Ⅲ式～興津Ⅰ式

⑭向山遺跡　１号土坑Ⅲｂ層　＜炭化材＞ 諸磯c式 5010 ± 30
大谷川埋もれ木群（W０） 3 5 3～3 5 5年輪【噴火3 5 0年前】 5060 ± 30

⑮松原遺跡　＜土器付着物＞ 諸磯b式 5080 ± 40
⑯堰口遺跡　＜土器付着物＞ 諸磯a式 5111 ± 22

4855±25

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

暦年代（calBP)
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図６　ミシマスケールと土器型式との対比��概略図

前後のデータと考えられる。土器は蜆ヶ

森Ⅱ式・諸磯ｂ式からなる。図３－⑯

は、朝日Ｃ式～福浦下層式の資料で、十

和田中掫テフラ降下年代に近い年代が与

えられる。

図５は関東地方のデータ群から選んだ

16点のマルチプロット図である。図５

－①・②は暦年代では中央値5160calBP
に対し260年と幅広い年代範囲で示され

る。このため五領ヶ台Ⅱ式から阿玉台Ⅰ

a・b 式への境界年代を示すことはでき

ない。図５－③・④は五領ヶ台Ⅱ式のデー

タで、図１－⑩～⑮の大木７a・７ｂ式

のデータと並行関係にある。ただし、

暦年代の中央値（5310calBP）からの前

後の幅が310年と広く、さらに年代を絞

りにくくなっている。図５－⑤のように

十三菩提式のデータが五領ヶ台Ⅱ式と同

じ年代値を示すのは、誤差の広さが影響

しているのだろう。

図５－⑥・⑦は確率分布パターンが大

谷川埋もれ木群（Ｗ６）最外年輪のそれ

とほぼ同じであり、沼沢火山噴火年代

5410calBP 前後のデータ群である。こ

れらの土器は五領ヶ台Ⅰ式と十三菩提式

からなる。土器型式編年上、五領ヶ台Ⅰ

式をこの時期に当てはめることが妥当な

のだが、測定例が少なく、課題を残す。

図５－⑧～⑪は、確率分布パターンが

ほぼ同じデータ群で、大谷川埋もれ木

群の約50～100年輪、5460～5510calBP
前後の年代が与えられる。これらはすべ

て十三菩提式期の土器もしくは種実であ

る。図５－⑫・⑬は、大谷川埋もれ木

群の約130年輪、5540calBP 前後の年代

が与えられる。これらの土器が諸磯ｃ

式・浮島Ⅲ～興津Ⅰ式であることから、

5510～5540calBP の間に十三菩提式期

の始まりを設定してもよいだろう。

図５－⑭～⑯は、大谷川埋もれ木群の
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約350年輪の確率分布パターンとほぼ同じであり、5760calBP 前後のデータと考え

られる。これらの土器は諸磯 a～ｃ式であるが、測定例が少なく、暦年代の議論を

するのには課題を残す。

以上、図１～５のマルチプロット図での検討を行った。その結果、暦年代と土器

型式の並行関係については、表７に集約した。

（５）時間的枠組みの提示と今後の課題

大谷川埋もれ木群のウイグルマッチングにより沼沢火山の噴火年代が高い精度

で求められただけではなく、それを溯ること約350年分の年輪の放射性炭素年代を

得ることができたことは極めて大きな意味をもつ。この350年分のミシマスケール

は、Intcal20較正曲線と併用することで更なる研究の発展をもたらす。

今回、放射性炭素年代と土器型式との対比をさまざまな方法で検討したが、すべ

てを網羅的に把握できたわけではない。表１や表７を見てもわかるように土器型式

によっては空白の期間があり、連続しない箇所も多い。また、従来の土器編年と齟

齬が生じていることも承知している。

また、年代値の整理にあたって、暦年代の検討はあくまでマルチプロット図の確

率分布パターンで比較した。ただ記述上のわかりやすさを優先したため、暦年代を

中央値で代表させたところもある。また、ミシマスケールは高精度の測定結果に基

づいているが、さらに測定数を増やして全体を把握する必要がある。一方、対比す

べき土器付着炭化物などは、地域によってはまだまだ測定例が少なく、網羅的に把

握できているわけではない。これらについても今後、事例を蓄積することでより精

度の高い土器編年研究との対比が可能になる。

このような課題を抱えた上で、今回のミシマスケールと土器型式の時間的な枠組

みを整理したのが、図６である。この図は土器編年表のように型式の境界にはあえ

て線で区切らなかった。将来、空白の部分はデータが蓄積されて狭まる可能性もあ

るし、型式が混在した移行期的様相も考えられるだろう。また、特に縄文時代中期

初頭から前葉の諸型式については、時間的枠組みを設定せず、混在のまま提示し

た。今後、年輪年代の蓄積や議論が待たれる区間である。

３　沼沢火山の噴火年代と土器編年の対比に関する若干の考察

（１）先行研究の整理

縄文時代の年代については日本で放射性炭素年代測定が行われるようになって

から長い研究の歴史があるが（小林2017等にまとめられている）、特に詳細な研究

が行われるようになったのは AMS 法が普及した最近二十数年間と見ることができ

る。ここまで検討してきた縄文時代前期から中期の東北地方の研究では、まず辻誠

一郎・中村俊夫（2001）による青森県三内丸山遺跡の年代の検討が挙げられる。続

いて国立歴史民俗博物館による年代測定の大規模な研究が進められ、その成果は小

林謙一（2004、2017）等によって示された。また國木田大による東北地方北部のト

チノキ利用に着目した研究（國木田ほか2008）や、山形県押出遺跡のクッキー状炭

化物や土器付着炭化物等を分析した研究（國木田ほか2010）によって、東北地方の

前・中期頃の年代や関連する課題等が指摘された。早瀬亮介（2010）は東北地方南
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部の事例を整理した。近年さらに事例の蓄積が進んでいるが、中でも福島県内遺跡

出土土器付着炭化物試料を多数測定した取り組み（三浦ほか2019等）は、この地域

の縄文時代の年代測定事例を充実させることになった。

縄文時代前期から中期への移行、あるいは前期と中期の境界について上掲の研

究で指摘されてきたことを整理すると、辻・中村（2001）は三内丸山遺跡の測定結

果に基づき、前期の円筒下層式から中期の円筒上層式への移行期はほぼ5400calBP
とした。小林（2004）では、多数の事例に基づきつつ、特に石川県上安原遺跡から

出土した土器付着炭化物の集中的な測定結果を踏まえて、前期末葉の土器と中期

初頭の土器の較正年代値の重なり方などを考慮し、前期と中期の境は3520calBC
（5470calBP）である可能性が極めて高いとした。小林はさらに、その後蓄積された

事例を加えて較正プログラムの解析モデルを用いて時期・土器型式の年代を算出し

ており、それに基づいて前期と中期の境界を5415calBP（3465calBC）とした（小林

2017）。國木田（2008）は中期初頭円筒上層式の開始を 14C 年代で4600～4700yrBP
頃とし、國木田（2010）は押出遺跡の大木４式を5700～5900calBP、山形県吹浦遺

跡の大木６式を5300～5600calBP とした。また國木田（2010）は、円筒下層式と前

期大木式の編年上の並行関係と年代値に齟齬が認められることなどの課題を指摘し

た。これらの諸研究において示された前期から中期に移行する時期の年代観はおお

むね近いといえる。また今回明らかになった沼沢火山の噴火年代もおおむねこの頃

に相当する。しかし、國木田（2010）や本稿前節で指摘したように、土器型式の編

年と年代値の関係については課題も多い。土器の編年に問題がある可能性や、年代

測定試料の出土状態等の確かさ、海洋リザーバー効果などの原因で土器付着炭化

物が本来より古い値を示す場合があること（原因が十分解明されていない部分もあ

り、三浦ほか2019に整理されている）など、丁寧な検証が求められる。今後さら

に事例が蓄積され、また今回のように火山噴火の年代が高い精度で明らかにされる

など詳細な議論が重ねられる中で、扱う試料や年代値の選定基準なども議論される

必要があり、課題が残るものの前節はそのような試みの一つである。また、土器型

式の変遷の実態が漸移的である可能性も考慮すると、考古学上の時期や土器型式の

期間をどのように捉えるのか、考え方自体の議論も必要になると考えられる。

（２）沼沢火山噴火前後の土器型式と年代

前節で整理した通り、今回明らかにされた沼沢火山の噴火年代は、大木６式から

７a 式または７b 式頃に当たる。この時期の主要な試料で作成したカーブプロット

図を図７に示す。

これらの土器型式には各々複数の細別段階が考えられ、ここで編年について論じ

ることはできないが、図示した中では図２－⑧、同⑤が大木６式の中でも古い段

階、図２－⑦、図３－⑦がより新しい段階に当たる、図２－③、図１－⑫は大木６

式から７a 式の古い段階、図２－④が大木７a 式の新しい段階と見られ、図２－①

が大木７b 式である。これら土器編年上の時期差は年代値に必ずしも表れていない

が、較正曲線が上下しながら推移する中で、相互に重なり合いながら変遷し、必ず

しも矛盾するわけでもない。

現状得られている年代測定事例を整理すると、沼沢火山の噴火は大木６式から7a
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式、特にその移行する時期の可能性が高い。大木7b 式については、大木7a 式と

かなり重なるものの、表1に示したようにその多くは噴火後の年代値を示すことか

ら、除外して良いと見られる。遺跡でこのテフラが検出された事例では、大木６式

古段階が噴火前、大木7a 式が噴火後、大木６式新段階が降下時期に当たる可能性

があるが、資料が不十分で証明は難しいという所見（本書三浦論考）とも整合する。

なお、今回扱った時期の最古の部分で、十和田中掫テフラ（To-Cu）に関連する事

例を掲げた。給源である十和田火山に近い青森県や岩手県の遺跡では、このテフラ

の後に円筒下層 a 式、すなわち円筒土器文化が成立するとされる。また、大木2b
式がこの火山灰の下位か、上下にまたがり、大木３式が上位から出土する（星・茅

野2006）。最近、宮城県中沢遺跡で遺物包含層等からこのテフラが検出され、大木

３式古段階に位置付けられた（石巻市教育委員会2018）。また、近年このテフラの

特徴が詳細に把握されるとともに、目視では確認できない状態でも検出されるよう

になり（Ishimura and Hiramine 2020など）、遠隔地でも確認が進んだ。会津駒ケ

岳や月山（苅谷ほか2016）、長野県青木湖（石村ほか2017）、福井県水月湖（McLean 
et al. 2018）、さらには中国の東北部でも報告された（Sun et al. 2021）。水月湖で

は独自の年代モデルにより5899～5986calBP という年代が示され（McLean et al. 
前掲）、これは本稿で取り上げた中沢遺跡の火山灰層出土炭化物の年代とも整合す

る。今後このテフラについても遺跡で検出される事例が増えれば、遺跡の年代や人

間活動との関係を検討する手がかりとなると考えられる。

４　まとめ

以上、多数の年代測定例を検討した結果、大谷川の埋もれ木の分析によって明ら

かになった沼沢火山の噴火年代は、縄文時代前期末葉から中期初頭頃、考古学の編

年における大木６式から７a 式期に当たる。この年代前後は、北東北では円筒下層

式から円筒上層式、北陸では朝日下層式から新保式、関東では十三菩提式から五領ヶ

図２-⑧　鹿島遺跡　大木６式　4830±30図２-⑧　鹿島遺跡　大木６式　4830±30

図２-⑦　植松C遺跡　大木６式　4790±30図２-⑦　植松C遺跡　大木６式　4790±30

図２-⑤　盗人沢遺跡　大木６式　4750±30図２-⑤　盗人沢遺跡　大木６式　4750±30

図３-⑦　下中居Ⅰ遺跡　大木６式　4670±40図３-⑦　下中居Ⅰ遺跡　大木６式　4670±40
沼沢火山噴火年代　4660±30沼沢火山噴火年代　4660±30

図２-④　中江聖の宮遺跡　大木７a式　4630±30図２-④　中江聖の宮遺跡　大木７a式　4630±30
図２-③　浦尻貝塚　大木6～７a式　4620±40図２-③　浦尻貝塚　大木6～７a式　4620±40

図１-⑫　浦尻貝塚　大木6～７a式　4570±40図１-⑫　浦尻貝塚　大木6～７a式　4570±40

図２-①　法正尻遺跡　大木７b式　4510±30図２-①　法正尻遺跡　大木７b式　4510±30
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図７　沼沢火山噴火前後の主要な 14C 年代とカーブプロット図
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補　註

※１　北東北地方は便宜的に東北地方北半の青森・岩手・秋田県を対象とした。したがっ

て考古学的には円筒土器の分布圏と大木式土器の分布圏の一部を包括している。
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埋もれ木の発見から調査成果公表までの経過概要 

 

 

時期 出来事 関連資料 

2020 年 5 月 
大谷川河床に露出したケヤキの巨木発

見。 
本書第Ⅱ部 p68～72 

2021 年 2 月 ケヤキ掘り起こし（1回目の発掘）。 本書第Ⅱ部 p68～73 

2021 年 3～4 月 ケヤキの放射性炭素年代測定実施。 本書第Ⅱ部 p78～80 

2021 年 6 月 

大谷川で発見されたケヤキが縄文時代

に発生した沼沢火山の噴火に関連する

ことが報道される。 

 

 

報道後、多くの研究者が現地調査。周辺

でさらに埋もれ木が確認された。大ケヤ

キを含む埋もれ木の分析が進行。 

本書第Ⅱ部 p76 

2022 年 2 月 
カツラ、ブナ、トチノキの掘り起こし（2回

目の発掘）。 
本書第Ⅱ部 p74～75 

 
さらに分析が進められ、成果の取りまと

め、公表に向けた準備が本格化。 
 

2022年 12月 調査報告会開催 本書第Ⅰ部 

 


